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中
国
研
究
集
刊
雲
号
（
総
三
十
五
号
｝
平
成
十
六
年
六
月
一
｜
二
四
頁

吊
書
系

『
老
子
』

の
成
立
事
情

｜
荘
子
後
学
と
の
関
係
を
中
心
に
｜

は
じ
め
に

道
家
思
想
は
儒
家
思
想
に
対
す
る
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ
と
し
て
出
現

し
た
。
こ
れ
は
近
年
の
道
家
研
究
に
お
い
て
半
ば
常
識
化
し
た
理

解
で
あ
る
。
し
か
し
一
九
九
三
年
、
湖
北
省
荊
門
市
郭
店
一
号
楚

墓
か
ら
発
見
さ
れ
た
現
存
最
古
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
郭
店
『
老
子
』

の
出
現
に
よ
り
、
こ
の
常
識
に
も
見
直
し
が
迫
ら
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。従
来
、
仁
義
を
否
定
す
る
「
仁
を
絶
ち
義
を
棄
つ
れ
ば
民
は
孝

慈
に
観
る
（
絶
仁
棄
義
、
民
復
孝
慈
）
」
（
南
書
本
十
九
章
）
や
「
故

に
大
道
暦
れ
て
安
に
仁
義
有
り
（
故
大
道
腰
、
安
有
仁
義
）
」
（
吊

書
本
十
八
章
）
は
、
反
儒
家
の
立
場
を
表
明
し
た
文
章
と
し
て
し

ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
郭
店
本
十
九
章
で
は
、

「
併
を
絶
ち
慮
を
棄
つ
れ
ば
民
は
孝
慈
に
観
る
（
絶
偽
棄
慮
、
民

福

田

也

復
孝
慈
ご
と
、
否
定
の
対
象
は
「
仁
」
「
義
」
で
は
な
く
、
「
偽
」

「
慮
」
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
郭
店
本
十
八
章
で
は
、
既
に
丁
原

植
民
や
谷
中
信
一
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
故
に
大
道
摩
る
れ
ば

釣
く
ん
ぞ
仁
義
有
ら
ん
や
」
と
、
「
安
」
字
を
反
語
と
し
て
読
む
可

能
性
が
高
く
在
l
）
、
そ
の
場
合
、
仁
義
は
大
道
を
根
幹
と
し
た
上

で
肯
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
以
上
の
よ
う
に
郭
店
本
で
は
、

仁
義
を
排
斥
す
る
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
儒
家
批
判
は
見
え
ず
、

む
し
ろ
仁
義
を
一
定
程
度
容
認
す
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
の
で

あ
る
。
か
か
る
状
況
を
踏
ま
え
、
筆
者
は
拙
稿
に
お
い
て
や
は
り

仁
義
礼
を
排
斥
し
た
章
と
し
て
有
名
な
三
十
八
章
に
も
言
及

し
た
在
三
。
郭
店
本
に
は
三
十
八
章
に
対
応
す
る
部
分
は
含
ま
れ

て
い
な
か
っ
た
が
、
郭
店
『
老
子
』
は
抄
本
で
当
時
既
に
三
十
八

章
は
存
在
し
て
お
り
｛
目
立
、
そ
れ
は
仁
義
礼
を
肯
定
的
に
位
置
づ

け
る
『
韓
非
子
』
解
老
篇
所
引
の
『
老
子
』
三
十
八
章
本
文
の
よ

、‘a
’
ー，f

、



う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
論
じ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
老
子
』

は
、
少
な
く
と
も
郭
店
『
老
子
』
の
段
階
ま
で
は
儒
家
思
想
と
真

っ
向
か
ら
対
立
す
る
思
想
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で

あ
る
。
だ
が
、
漢
初
の
写
本
で
あ
る
吊
書
『
老
子
』
に
至
る
と
極

め
て
反
儒
家
的
色
彩
の
強
い
テ
キ
ス
ト
へ
と
変
貌
し
て
い
る
。
こ

れ
は
明
ら
か
に
儒
家
批
判
を
意
図
し
た
改
変
に
よ
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
何
時
ご
ろ
、
如
何
な
る
人
々
の
手
に
よ
り
改
変
さ
れ
た

の
か
。
本
稿
の
課
題
は
こ
の
問
題
の
究
明
に
あ
る
。

郭
店
一
号
墓
の
造
営
時
期
は
、
副
葬
品
に
基
づ
く
編
年
な
ど
の

比
較
か
ら
前
三

O
O
年
前
後
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
前
三

0
0年
前
後
を
、
郭
店
系
『
老
子
』
が
主
流
で
あ
っ
た
時
代
と
仮

定
し
て
お
こ
う
。
一
方
、
馬
王
堆
か
ら
出
土
し
た
二
種
の
南
書
『
老

子
』
は
、
何
れ
も
漢
初
の
書
写
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
吊
書

本
と
酷
似
す
る
こ
と
で
俄
に
脚
光
を
浴
び
る
こ
と
と
な
っ
た
侍
実

本
は
、
項
羽
妾
本
等
を
校
合
し
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
。
項
羽
の
妾

が
何
時
ご
ろ
『
老
子
』
を
入
手
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
項
羽
（
前

二
三
二

1
前
二

O
二
）
の
生
存
年
か
ら
推
測
す
る
と
、
恐
ら
く
秦

代
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
テ
キ
ス
ト
の
改
変
後
、
そ
れ
が
転
写

を
重
ね
て
流
布
し
、
項
羽
の
妾
の
手
に
渡
る
ま
で
に
は
か
な
り
の

時
間
を
見
込
む
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
改
変
は
少
な
く
と

も
秦
の
統
一
以
前
、
す
な
わ
ち
戦
国
末
に
は
完
了
し
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。

以
上
を
総
合
す
る
と
、
吊
書
系
『
老
子
』
（
侍
爽
本
・
王
弼
本
等

の
今
本
を
含
む
）
が
作
成
さ
れ
た
時
期
と
し
て
は
、
前
三

O
O年

ご
ろ
か
ら
戦
国
最
末
（
前
二
二
二
年
）
ま
で
の
凡
そ
八
十
年
間
が

最
も
有
力
視
さ
れ
る
。
か
か
る
時
期
の
道
家
の
活
動
を
窺
う
資
料

と
し
て
最
適
な
の
は
『
荘
子
』
で
あ
る
。

荘
子
は
前
三
七

O
年
か
ら
前
二
九

O
年
頃
を
生
き
た
思
想
家
で

あ
り
、
孟
子
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
『
荘
子
』
は
内
篇
・
外

篇
・
雑
篇
の
三
部
に
分
か
れ
、
一
般
的
に
内
篇
は
荘
子
の
自
著
か

荘
子
の
思
想
に
比
較
的
近
い
著
作
、
外
・
雑
篇
は
荘
子
没
後
か
ら

漢
初
ま
で
の
荘
子
後
学
の
著
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
中
で
も
外

篇
に
は
『
老
子
』
風
の
語
句
が
多
く
看
取
さ
れ
、
特
に
吊
書
系
『
老

子
』
と
関
係
が
深
い
。
す
な
わ
ち
『
荘
子
』
は
、
自
巾
書
系
『
老
子
』

成
立
の
背
景
と
な
っ
た
道
家
の
活
動
を
探
る
上
で
、
恰
好
の
資
料

な
の
で
あ
る
。

谷
中
信
一
氏
は
い
ち
早
く
『
荘
子
』
に
着
目
し
、
今
本
『
老
子
』

の
形
成
過
程
に
関
す
る
論
放
を
発
表
し
て
い
る
。
氏
は
郭
店
『
老

子
』
二
千
言
を
戦
国
中
期
に
伝
わ
っ
て
い
た
三
種
の
伝
本
と
し
、

戦
国
中
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
黄
老
学
派
な
い
し
は
老
荘
学
派

が
、
特
に
萄
子
学
派
と
の
対
立
を
深
め
る
中
で
新
た
に
手
を
加
え
、

今
本
『
老
子
』
が
成
立
し
た
と
推
測
す
る
在
三
。
戦
国
中
期
に
は

未
だ
郭
店
『
老
子
』
二
千
言
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
と
す
る
点
は

筆
者
の
見
解
と
異
な
る
が
、
臼
巾
書
系
『
老
子
』
の
成
立
に
老
荘
学

、．，
m
，a』，
，
a

、



派
の
関
与
を
認
め
る
点
は
大
い
に
賛
同
し
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

萄
子
学
派
へ
の
対
抗
意
識
が
吊
書
系
『
老
子
』
の
成
立
を
促
し
た

と
す
る
点
に
つ
い
て
は
、
再
度
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。本
稿
で
は
、
先
ず
『
荘
子
』
内
篇
と
外
・
雑
篇
に
お
け
る
儒
家

批
判
の
傾
向
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
そ
し
て
特
に
『
老
子
』
と
深

い
関
連
が
認
め
ら
れ
る
外
篇
の
諸
篇
を
分
析
し
、
自
巾
書
系
『
老
子
』

出
現
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

第
一
節

『
荘
子
』
内
篇
と
外
・
雑
篇
に
お
け
る
儒
家
批
判

儒
家
批
判
自
体
は
『
荘
子
』
内
・
外
・
雑
篇
を
通
じ
て
広
く
見

え
る
も
の
の
、
内
篇
と
外
・
雑
篇
と
で
は
異
な
っ
た
観
点
か
ら
儒

家
批
判
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
吊
書
系
『
老
子
』
と
の
関
連

で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
『
老
子
』
と
酷
似
す
る
表
現
を
用
い
て
儒
家

批
判
を
展
開
す
る
外
篇
の
馬
蹄
篇
・
肢
僅
篇
・
知
北
遊
篇
等
の
諸

篇
で
あ
る
。

本
節
で
は
、
『
荘
子
』
内
篇
と
外
・
雑
篇
に
お
け
る
儒
家
批
判
の

差
異
を
概
観
し
つ
つ
、
問
題
の
諸
篇
を
検
討
す
る
。

（
ご
『
荘
子
』
内
篇
に
お
け
る
儒
家
批
判

『
荘
子
』
内
篇
は
荘
周
の
自
著
、
或
い
は
そ
れ
に
準
ず
る
著
作

と
さ
れ
て
お
り
、
中
で
も
迫
造
遊
篇
と
斉
物
論
篇
は
荘
周
の
思
想

的
根
幹
部
と
考
え
ら
れ
て
い
る
在
5
）
。
そ
し
て
と
り
わ
け
斉
物
論

篇
で
説
か
れ
る
万
物
斉
同
の
論
（
是
非
・
善
悪
・
死
生
等
の
価
値

判
断
を
超
越
し
、
万
物
は
価
値
的
に
同
一
で
あ
る
と
す
る
思
想
。

以
下
、
斉
同
論
と
略
称
）
は
、
荘
周
の
中
心
思
想
と
し
て
夙
に
有

名
で
あ
る
。
内
篇
に
お
け
る
儒
家
批
判
は
、
こ
の
斉
同
論
の
立
場

に
立
脚
し
た
批
判
が
多
い
。
一
例
と
し
て
徳
充
符
篇
［
仲
尼
・
叔

山
無
世
・
老
職
問
答
］
を
見
て
み
よ
う
。

足
切
り
の
刑
を
受
け
た
叔
山
無
祉
は
孔
子
に
師
事
を
願
い
出
る

も
の
の
、
「
既
に
受
刑
の
身
と
な
っ
た
あ
な
た
が
、
今
さ
ら
学
問
で

禍
害
を
免
れ
よ
う
と
し
て
も
手
遅
れ
だ
」
と
拒
否
さ
れ
る
。
叔
山

無
祉
は
、
「
受
刑
者
か
否
か
に
固
執
し
て
い
る
と
は
、
孔
子
先
生
も

心
が
狭
い
で
す
な
あ
」
と
言
い
放
ち
、
退
出
し
て
老
駒
の
も
と
へ

行
く
と
、
老
防
相
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

、‘a
’
角‘u，，．、

胡
不
直
使
彼
以
死
生
馬
一
一
係
、
以
可
不
可
馬
一
貫
者
、
解
其

径
措
。
（
徳
充
符
篇
）

な
ん胡
ぞ
直
ち
に
彼
の
死
生
を
以
て
一
僚
と
震
し
、
可
不
可
を
以

て
一
貫
と
属
す
者
を
し
て
、
其
の
径
拾
を
解
か
し
め
合
さ
る
。

ど
う
し
て
死
生
を
区
別
せ
ず
一
連
の
も
の
と
し

可
不
可
と
い



う
判
断
を
も
超
越
し
て
一
つ
と
考
え
る
、
こ
の
よ
う
な
立
場
を
説

い
て
孔
子
の
足
伽
を
解
い
て
や
ら
ぬ
の
か
、
と
。
し
か
し
無
世
は
、

「
天
、
之
を
刑
す
。
動
く
ん
ぞ
解
く
可
け
ん
や
」
と
、
孔
子
は
（
人

間
界
の
刑
罰
で
は
な
く
、
）
万
物
の
差
別
に
束
縛
さ
れ
る
天
の
刑
罰

を
受
け
て
お
り
、
ど
う
し
て
そ
の
樫
槍
を
解
く
こ
と
が
で
き
よ
う

か
と
述
べ
、
本
説
話
は
幕
を
閉
じ
る
。

老
駒
の
口
を
借
り
て
説
か
れ
る
「
死
生
を
以
て
一
僚
と
属
し
、

可
不
可
を
以
て
一
貫
と
属
す
」
と
は
、
ま
さ
に
斉
同
論
の
主
張
で

あ
り
、
本
説
話
で
孔
子
は
、
斉
同
論
の
境
地
に
達
せ
ぬ
者
と
し
て

庇
め
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
斉
同
論
の
良
き
理
解
者
と
し
て
孔
子
が
登
場
す
る
説
話

も
あ
る
。
大
宗
師
篇
［
顔
回
・
仲
尼
問
答
］
で
は
、
母
の
死
を
悼

ま
な
い
孟
孫
才
を
顔
回
は
激
し
く
非
難
す
る
。
し
か
し
孔
子
は
死

生
を
超
越
し
て
自
然
に
任
せ
て
い
る
点
を
高
く
評
価
す
べ
き
だ
と

し
、
こ
こ
に
は
斉
同
論
の
よ
き
理
解
者
と
し
て
の
孔
子
が
描
写
さ

れ
て
い
る
。
生
死
の
区
別
を
超
越
す
る
子
桑
戸
等
三
人
を
「
方
の

外
に
遊
ぶ
者
」
と
評
し
、
か
か
る
境
地
を
希
求
す
る
孔
子
の
姿
を

描
い
た
大
宗
師
篇
［
子
貢
・
孔
子
問
答
］
も
同
様
で
あ
る
。
孔
子

が
哀
公
に
生
死
・
貧
富
・
賢
愚
等
の
区
別
に
心
を
乱
さ
ず
、
あ
る

が
ま
ま
を
享
受
せ
よ
と
説
く
徳
充
符
篇
［
哀
公
・
仲
尼
問
答
］
や
、

万
物
の
変
化
を
天
命
と
し
て
随
順
す
る
冗
者
王
胎
に
孔
子
が
讃
辞

を
送
る
徳
充
符
篇
［
常
季
・
仲
尼
問
答
］
も
、
こ
う
し
た
流
れ
の

中
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

孔
子
を
斉
同
論
の
境
地
に
達
せ
ぬ
者
と
し
て
描
写
し
た
り
、
逆

に
良
き
理
解
者
と
し
て
登
場
さ
せ
た
り
と
、
両
者
に
お
け
る
孔
子

の
位
置
づ
け
は
全
く
正
反
対
で
あ
る
。
た
だ
し
、
後
者
は
孔
子
に

わ
ざ
と
道
家
的
言
説
を
語
ら
せ
て
調
刺
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、

結
局
、
孔
子
は
庇
め
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
。

で
は
次
に
、
仁
義
礼
楽
と
い
っ
た
儒
家
的
徳
目
に
対
す
る
批
判

に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
斉
物
論
篇
［
置
触
・
王
促
問
答
］
で
は
、

人
間
的
な
価
値
観
が
他
の
動
物
に
は
適
用
し
な
い
こ
と
を
述
べ
、

絶
対
的
価
値
な
ど
存
在
し
な
い
こ
と
を
強
調
す
る
。
そ
し
て
「
仁

せ

い

み

ち

義
の
端
・
是
非
の
塗
は
、
焚
然
と
し
て
殺
蹴
す
。
吾
れ
悪
く
ん
ぞ

能
く
其
の
静
を
知
ら
ん
や
」
と
、
仁
義
や
是
非
に
つ
い
て
も
絶
対

的
な
価
値
判
断
を
下
す
術
は
な
い
と
す
る
。
こ
こ
に
も
や
は
り
斉

同
論
の
立
場
か
ら
の
批
判
が
見
え
る
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
大
宗
師

篇
［
顔
回
・
仲
尼
問
答
］
で
は
、
仁
義
礼
楽
を
忘
却
し
て
「
坐
忘
」

の
境
地
に
至
る
顔
回
を
次
の
よ
う
に
描
写
す
る
。

( 4 ) 

顔
回
日
「
回
益
失
。
」
仲
尼
日
「
何
調
也
。
」
日
「
回
忘
仁
義

失
。
」
日
「
可
失
、
猶
未
也
。
」
官
日
復
見
、
日
「
回
益
失
。
」

日
「
何
調
世
。
」
日
「
回
忘
纏
築
失
。
」
日
「
可
失
、
猶
未
也
。
」

他
日
復
見
、
日
「
回
益
失
。
」
日
「
何
調
也
。
」
日
「
回
坐
忘

失
。
」
仲
尼
蹴
然
日
「
何
調
坐
忘
。
」
顔
回
日
「
堕
肢
躍
、
蜘
剛



聴
明
、
離
形
去
知
、
同
於
大
通
、
此
謂
坐
忘
。
」
仲
尼
日
「
同

則
無
好
也
。
化
則
無
常
也
。
而
果
其
賢
乎
。
丘
也
請
従
而
後

也
。
」
（
大
宗
師
篇
［
顔
回
・
仲
尼
問
答
］
）

顔
回
日
く
、
「
回
は
益
せ
り
」
と
。
仲
尼
日
く
「
何
の
謂
い
ぞ

や
」
と
。
日
く
「
回
は
仁
義
を
忘
れ
り
」
と
。
日
く
「
可
な

ま
み

る
も
、
猶
お
未
だ
し
き
な
り
」
と
。
官
日
、
復
た
見
え
て
日

く
「
回
は
益
せ
り
」
と
。
日
く
「
何
の
謂
い
ぞ
や
」
と
。
日

く
「
回
は
種
柴
を
忘
れ
り
」
と
。
日
く
「
可
な
る
も
、
猶
お

ま
み

未
だ
し
き
な
り
」
と
。
他
日
復
た
見
え
て
日
く
「
回
は
益
せ

り
」
と
。
日
く
「
何
の
調
い
ぞ
や
」
と
。
日
く
「
回
は
坐
忘

せ
り
」
と
。
仲
尼
、
蹴
然
と
し
て
日
く
「
何
を
坐
忘
と
調
わ

す

し

り

ぞ

ん
」
と
。
顔
回
日
く
「
肢
障
を
堕
て
、
聴
明
を
瓢
け
、
形
を

離
れ
知
を
去
り
て
、
大
通
に
同
ず
。
此
れ
を
坐
忘
と
調
う
」

と
。
仲
尼
日
く
「
同
ず
れ
ば
則
ち
好
み
無
き
な
り
。
化
す
れ

ば
則
ち
常
無
き
な
り
。
時
果
し
て
其
れ
賢
な
る
か
。
丘
は
時

の
後
に
従
わ
ん
こ
と
を
請
う
な
り
」
と
。

仁
義
を
忘
れ
る
境
地
に
達
し
た
顔
回
に
対
し
、
孔
子
は
ま
だ
十

分
で
は
な
い
と
い
う
。
他
日
、
今
度
は
礼
楽
を
も
忘
れ
た
と
報
告

す
る
が
、
や
は
り
孔
子
は
不
十
分
だ
と
答
え
る
。
と
こ
ろ
が
後
日
、

顔
回
が
「
坐
忘
」
の
境
地
に
達
す
る
と
、
孔
子
は
一
転
し
て
剖
目

し
、
そ
の
境
地
を
仔
細
に
尋
ね
始
め
る
。
顔
回
は
、
肉
体
の
存
在

や
知
恵
の
働
き
を
忘
却
し
、
た
だ
「
大
通
」
に
身
を
委
ね
る
こ
と

と
説
明
し
、
こ
れ
を
聞
い
た
孔
子
は
顔
回
へ
師
事
を
願
い
出
る
。

本
説
話
は
、
仁
義
礼
楽
を
忘
れ
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
肉
体
的

感
覚
や
知
的
活
動
を
も
捨
て
去
っ
て
忘
我
の
境
地
に
至
り
、
「
大

通
」
、
す
な
わ
ち
あ
り
の
ま
ま
の
状
況
に
身
を
委
ね
る
べ
き
こ
と
を

説
く
。
こ
れ
も
や
は
り
、
斉
同
論
的
観
点
に
立
脚
し
た
儒
家
批
判

と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
『
荘
子
』
内
篇
に
お
け
る
儒
家
批
判
に
つ
い
て
見
て
き
た

が
、
内
篇
の
儒
家
批
判
は
、
主
に
斉
同
論
の
立
場
か
ら
行
わ
れ
て

い
る
点
に
特
色
を
持
つ
。
斉
同
論
は
精
神
の
自
由
を
目
指
す
個
人

的
処
世
術
の
枠
を
出
な
い
思
考
で
あ
り
、
政
治
的
要
素
は
極
め
て

薄
い
。
し
か
し
な
が
ら
外
・
雑
篇
に
な
る
と
、
政
治
的
関
心
は
急

激
に
高
ま
り
を
み
せ
、
統
治
論
を
め
ぐ
る
上
で
の
儒
家
批
判
が
中

心
と
な
っ
て
く
る
。

、‘，，ra 
，，‘、

会
己
『
荘
子
』
外
・
雑
篇
に
お
け
る
儒
家
批
判

雑
篇
の
漁
父
篇
で
は
、
孔
子
は
漁
父
か
ら
「
今
、
子
は
既
に
上

に
は
君
侯
有
司
の
勢
無
く
、
下
に
は
大
臣
職
事
の
官
無
き
も
、
撞

に
種
集
を
飾
り
、
人
倫
を
厳
え
、
以
て
斉
民
を
化
せ
ん
と
す
。
端

だ
多
事
な
ら
ず
や
」
と
、
民
衆
を
統
治
す
る
立
場
で
も
な
い
の
に

せ
っ
せ
と
礼
楽
や
人
倫
を
説
い
て
民
衆
教
化
に
奔
走
し
、
な
ん
と



ま
あ
余
計
な
こ
と
だ
ね
と
、
そ
の
政
治
活
動
を
榔
検
さ
れ
る
。
天

運
篇
［
孔
子
・
老
職
問
答
］
で
は
、
仁
義
を
力
説
す
る
孔
子
に
対

さ

ん

ぜ

ん

み

だ

し
、
老
駒
は
「
夫
の
仁
義
は
倍
然
と
し
て
乃
ち
吾
が
心
を
償
す
。

鼠
は
蒜
よ
り
大
な
る
は
莫
し
。
吾
子
、
天
下
を
し
て
其
の
朴
を
失

ょ

う
こ
と
無
か
ら
し
め
ん
と
す
れ
ば
、
吾
子
も
亦
た
風
に
放
り
て
動

と

き
、
徳
を
抱
り
て
立
て
」
と
、
仁
義
こ
そ
天
下
混
乱
の
元
凶
で
あ

り
、
天
下
の
人
々
の
純
朴
さ
を
失
わ
せ
ま
い
と
す
る
な
ら
、
風
任

も
ち
ま
え

せ
に
動
く
が
如
く
状
況
に
逆
ら
わ
ず
行
動
し
、
天
与
の
徳
を
堅

持
せ
よ
、
と
い
う
一
種
の
統
治
論
を
展
開
す
る
。
さ
ら
に
、
仁
義

を
唱
道
す
る
孔
子
を
調
刺
し
た
説
話
は
、
天
道
篇
［
孔
子
・
老
職

問
答
］
、
天
運
篇
［
孔
子
・
老
瞬
間
答
］
等
、
外
・
雑
篇
に
は
枚
挙

ご
暇
が
な
い
。

次
に
仁
義
礼
楽
に
対
す
る
批
判
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
外
篇

冒
頭
の
耕
栂
篇
か
ら
馬
蹄
篇
・
舷
匿
篇
・
在
宥
篇
前
半
ま
で
は
、

仁
義
、
及
び
礼
楽
を
排
撃
す
る
論
調
で
一
貫
し
て
お
り
、
と
り
わ

け
儒
家
批
判
の
激
烈
な
部
分
で
あ
る
。

枝
於
仁
者
、
擢
徳
塞
性
以
牧
名
度
、
使
天
下
策
鼓
以
奉
不
及

之
法
。
非
乎
。
曾
史
是
己
。
（
耕
栂
篇
）

ぬ

仁
に
枝
な
る
者
は
、
徳
を
擢
き
性
を
塞
ぎ
て
以
て
名
聾
を
牧

め
、
天
下
を
し
て
策
鼓
し
て
以
て
及
ば
ざ
る
の
法
を
奉
ぜ
し

む
。
非
な
る
か
な
。
曾
史
是
れ
の
み
。

も
ち
ま
え

（
人
間
の
本
性
で
は
な
い
）
仁
に
鋭
敏
す
ぎ
る
者
は
、
人
聞
の
徳

を
損
な
い
本
性
を
塞
ぎ
止
め
て
名
声
を
獲
得
し
、
天
下
の
人
民
を

鼓
舞
し
て
人
間
の
本
性
で
は
到
底
実
行
不
可
能
な
方
法
を
説
い
て

ま
わ
る
。
嘆
か
わ
し
い
こ
と
だ
。
曽
参
・
史
鮪
が
そ
の
代
表
で
あ

る。
こ
こ
で
は
、
仁
は
本
性
を
阻
害
す
る
も
の
と
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
仁
に
鋭
敏
な
曽
参
・
史
鮪
等
の
輩
は
、
人
民
に
実
行

不
能
な
方
法
を
強
要
す
る
と
し
て
糾
弾
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
方

法
と
は
彼
ら
が
得
意
と
す
る
仁
の
実
践
な
ど
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。

本
性
を
損
な
う
も
の
、
そ
れ
は
仁
の
み
に
止
ま
ら
な
い
。

）
 

n
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，，z
、

夫
待
鈎
縄
規
矩
而
正
者
、
固
定
削
其
性
也
。
待
縄
約
腹
漆
而
固

者
、
是
侵
其
徳
者
也
。
回
折
稽
集
・
向
命
仁
義
、
以
慰
天
下

之
心
者
、
此
失
其
常
然
也
。
（
耕
栂
篇
）

夫
れ
鈎
縄
規
矩
を
待
ち
て
正
す
者
は
、
是
れ
其
の
性
を
削
る

な
り
。
縄
約
修
漆
を
待
ち
て
固
き
者
は
、
是
れ
其
の
徳
を
侵

す
者
な
り
。
回
折
の
穫
祭
・
向
命
の
仁
義
、
以
て
天
下
の
心

を
慰
め
ん
と
す
る
者
は
、
此
れ
其
の
常
然
を
失
う
な
り
。

鈎
・
墨
縄
・
コ
ン
パ
ス
・
定
規
で
形
を
整
え
る
の
は
、
本
性
を

損
な
う
行
為
で
あ
る
。
縄
・
ひ
も
・
脇
町
・
漆
で
接
合
す
る
の
は
、



も
ち
ま
え

天
与
の
徳
を
害
す
る
行
為
で
あ
る
。
同
様
に
、
無
理
に
体
を
屈

め
る
礼
や
音
楽
の
舞
、
わ
ざ
と
微
笑
む
仁
義
で
民
衆
の
心
を
慰
撫

せ
ん
と
す
る
の
は
、
常
な
る
あ
り
方
を
喪
失
さ
せ
る
行
為
で
あ
る
。

仁
の
み
な
ら
ず
、
こ
こ
で
は
義
・
礼
・
楽
も
本
性
を
損
な
う
も

の
と
し
て
列
挙
さ
れ
て
い
る
。
仁
義
礼
楽
に
よ
る
教
化
を
排
撃
す

る
論
調
は
、
続
く
馬
蹄
篇
に
も
「
穫
祭
に
屈
折
し
て
以
て
天
下
の

形
を
匡
し
、
仁
義
に
鯨
肢
し
て
以
て
天
下
の
心
を
慰
む
。
（
中
略
）

此
れ
亦
た
聖
人
の
過
ち
な
り
」
と
繰
り
返
し
見
え
、
肱
僅
篇
・
在

宥
篇
前
半
ま
で
延
々
と
続
く
。
そ
の
中
で
注
目
す
べ
き
は
、
自
巾
書

系
『
老
子
』
と
極
め
て
よ
く
似
た
文
章
が
看
取
さ
れ
る
点
で
あ
る
。

道
徳
不
腰
、
安
取
仁
義
。
性
情
不
離
、
安
用
稽
集
。
（
馬
蹄
篇
）

道
徳
康
れ
ざ
れ
ば
、
持
く
ん
ぞ
仁
義
を
取
ら
ん
や
。
性
情
離

れ
ざ
れ
ば
、
鈴
く
ん
ぞ
稽
祭
を
用
い
ん
や
。

道
徳
が
荒
廃
し
て
い
な
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
仁
義
を
用
い
る
必

要
が
あ
ろ
う
か
。
生
ま
れ
つ
き
の
本
性
が
失
わ
れ
た
の
で
な
け
れ

ば
、
ど
う
し
て
礼
楽
を
用
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
は
、
道
徳
の
荒
廃
や
本
性
の
喪
失
と
い
う
悪
し
き
事
態

が
生
じ
な
け
れ
ば
、
仁
義
・
礼
楽
の
出
番
も
な
い
と
い
い
、
至
治

の
世
で
は
仁
義
・
礼
楽
は
全
く
不
要
で
あ
る
こ
と
が
説
か
れ
る
。

か
か
る
説
法
は
、
自
巾
書
本
十
八
章
の
「
故
に
大
道
勝
れ
て
安
に
仁

義
有
り
」
と
軌
を
一
に
し
、
文
章
表
現
も
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
。

一
方
の
郭
店
本
十
八
章
は
、
「
故
に
大
道
摩
る
れ
ば
、
内
向
く
ん
ぞ
仁

義
有
ら
ん
や
」
と
、
「
安
」
字
を
反
語
で
読
む
可
能
性
が
高
く
、
吊

書
と
は
全
く
正
反
対
の
意
味
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
「
根
本
の
大
道

が
荒
廃
し
た
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
仁
義
が
存
立
し
得
ょ
う
か
」
と
、

大
道
と
い
う
土
台
の
上
に
こ
そ
仁
義
は
成
立
す
る
と
し
、
大
道
を

基
盤
に
す
る
と
い
う
条
件
付
き
で
仁
義
は
肯
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
う
し
た
両
極
端
の
主
張
が
並
存
す
る
中
で
、
馬
蹄
篇
が

郭
店
系
『
老
子
』
の
側
で
は
な
く
、
島
書
系
『
老
子
』
の
側
と
近

似
す
る
点
は
大
い
に
注
目
さ
れ
よ
う
。

故
絶
聖
棄
知
、
大
盗
乃
止
。
（
舷
匿
篇
）

聖
を
絶
ち
智
を
棄
つ
れ
ば
、
大
盗
乃
ち
止
む
。

、‘．，’t
 

，，E
、

絶
聖
棄
知
、
而
天
下
大
治
。
（
在
宥
篇
）

す
な
わ

聖
を
絶
ち
知
を
棄
つ
れ
ば
、
而
ち
天
下
は
大
い
に
治
ま
る
。

壌
棄
仁
義
、
而
天
下
之
徳
始
玄
同
失
。
（
肢
匿
篇
）

仁
義
を
嬢
棄
す
れ
ば
、
天
下
の
徳
は
始
め
て
玄
同
せ
ん
。

「
絶
聖
棄
智
」
・
「
壌
棄
仁
義
」
と
い
う
聖
智
・
仁
義
否
定
は
、

吊
書
本
十
九
章
の
「
絶
聖
棄
智
、
民
利
百
倍
。
絶
仁
棄
義
、
民
復



孝
慈
」
と
内
容
も
文
章
表
現
も
酷
似
す
る
。
一
方
の
郭
店
本
十
九

章
は
「
絶
智
棄
棒
、
民
利
百
倍
。
絶
偽
棄
慮
、
民
復
孝
慈
」
と
、

否
定
の
対
象
が
智
・
揖
・
偽
・
慮
と
な
っ
て
お
り
、
由
市
書
系
『
老

子
』
と
は
重
要
な
違
い
が
存
在
す
る
。
睦
僅
篇
・
在
宥
篇
に
お
い

て
も
や
は
り
吊
書
系
『
老
子
』
と
の
深
い
関
連
が
認
め
ら
れ
る
点

は
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら
に
道
の
獲
得
を
め
ぐ
っ
て
繰
り
広

げ
ら
れ
る
知
北
遊
篇
［
知
・
無
為
謂
・
狂
屈
・
黄
帝
問
答
］
で
は
、

仁
義
に
加
え
て
礼
を
も
否
定
す
る
吊
書
系
『
老
子
』
三
十
八
章
と

ほ
ぼ
同
文
が
見
え
る
。

本
説
話
は
、
擬
人
化
さ
れ
た
「
知
」
・
「
無
為
謂
」
・
「
狂
屈
」
と

黄
帝
の
問
答
で
構
成
さ
れ
る
。
「
知
」
は
「
無
為
謂
」
に
道
を
知
覚

す
べ

す
る
術
を
尋
ね
る
が
、
「
無
為
謂
」
は
全
く
答
え
な
い
。
そ
こ
で
今

度
は
「
在
屈
」
に
質
問
す
る
が
、
「
狂
屈
」
は
説
明
し
よ
う
と
し
た

途
端
に
内
容
を
忘
れ
て
し
ま
う
。
「
知
」
は
仕
方
な
く
帰
還
し
、
事

の
次
第
を
黄
帝
に
告
げ
る
と
、
黄
帝
は
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

責
帝
日
「
彼
無
属
謂
虞
是
也
。
狂
屈
似
之
。
我
輿
汝
終
不
近

也
。
夫
知
者
不
言
、
言
者
不
知
。
故
聖
人
行
不
一
言
ロ
之
教
．
週

a

E

U

Z

4

卜
－

r
1
4

t
t
e
F

、

川

刷

開

』

（

知

北

遊

篇

）

黄
帝
日
く
、
「
彼
の
無
属
謂
は
異
に
是
な
り
。
狂
屈
は
之
に
似

黄
帝
が
言
っ
た
、
「
無
為
謂
は
真
に
道
を
知
っ
て
お
り
、
狂
屈
は

そ
れ
に
次
ぐ
。
私
と
お
前
は
結
局
道
か
ら
遠
い
存
在
だ
。
真
に
道

を
知
る
者
は
口
に
出
さ
ず
、
口
に
出
す
者
は
本
当
に
知
つ
て
は
い

な
い
。
だ
か
ら
聖
人
は
「
不
言
の
教
え
」
を
行
う
の
だ
。
道
は
意

識
的
に
行
う
こ
と
は
で
き
ず
、
徳
も
同
様
に
意
識
的
に
実
践
は
で

き
な
い
。
し
か
し
、
仁
は
意
識
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
、
義
は
意

識
的
に
行
わ
な
い
こ
と
が
で
き
、
礼
は
お
互
い
が
故
意
に
振
る
舞

い
合
う
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
『
道
が
失
わ
れ
る
と
徳
が
現
れ
、

徳
が
失
わ
れ
る
と
仁
が
現
れ
、
仁
が
失
わ
れ
る
と
義
が
現
れ
、
義

が
失
わ
れ
る
と
礼
が
現
れ
る
。
礼
は
道
の
あ
だ
花
で
あ
り
、
乱
の

始
め
で
あ
る
』
と
言
わ
れ
る
の
だ
」
と
。

黄
帝
は
道
を
完
全
に
忘
れ
去
っ
て
い
る
「
無
属
調
」
を
最
上
、

道
を
説
明
せ
ん
と
し
た
瞬
間
に
忘
れ
て
し
ま
っ
た
「
狂
屈
」
を
そ
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れ
に
次
ぐ
者
と
し
、
道
を
求
め
続
け
る
「
知
」
と
自
分
は
道
か
ら

温
か
に
速
い
存
在
で
あ
る
と
語
る
。
そ
し
て
そ
の
根
拠
と
し
て
、

『
老
子
』
五
十
六
章
・
二
章
・
三
十
八
章
と
同
文
、
な
い
し
は
近

似
の
語
句
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
。

儒
家
的
徳
目
と
の
関
連
で
注
目
す
べ
き
は
傍
線
部
で
あ
る
。
「
故

に
日
く
」
以
下
は
、
『
老
子
』
三
十
八
章
「
故
に
道
を
失
い
て
市
る

后
に
徳
あ
り
、
徳
を
失
い
て
而
る
后
に
仁
あ
り
、
仁
を
失
い
て
而

る
后
に
義
あ
り
、
義
を
失
い
て
市
る
后
に
檀
あ
り
。
夫
れ
曜
は
忠

信
の
薄
く
し
て
蹴
の
時
な
り
」
（
吊
書
本
三
十
八
章
）
と
酷
似
す

る
。
こ
こ
で
は
人
間
社
会
の
衰
退
に
伴
い
、
顕
彰
さ
れ
る
徳
目
も

道
↓
徳
↓
仁
↓
義
↓
礼
へ
と
移
行
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
お
り
、

と
り
わ
け
仁
義
礼
は
道
徳
を
喪
失
し
た
後
の
産
物
と
し
て
否
定
的

に
扱
わ
れ
て
い
る
。

拙
稿
で
論
じ
た
よ
う
に
、
郭
店
『
老
子
』
に
三
十
八
章
と
の
対

応
部
分
は
見
え
な
い
が
、
郭
店
『
老
子
』
は
抄
本
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、
郭
店
『
老
子
』
成
立
時
に
三
十
八
章
を
含
む
完
本
『
老
子
』

が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
は
高
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
仁
義
礼
を

肯
定
す
る
『
韓
非
子
』
解
老
篇
所
引
の
三
十
八
章
に
類
す
る
も
の

で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
解
老
篇
所
引
の
三
十
八
章
は
「
道
を

失
い
て
市
る
後
に
徳
を
失
い
、
徳
を
失
い
て
而
る
後
に
仁
を
失
い
、

仁
を
失
い
て
而
る
後
に
義
を
失
い
、
義
を
失
い
て
而
る
後
に
檀
を

失
う
」
と
、
道
や
徳
の
崩
壊
が
そ
の
ま
ま
仁
義
礼
の
崩
壊
に
直
結

す
る
こ
と
を
説
く
。
仁
義
礼
は
道
徳
の
基
盤
の
上
に
こ
そ
成
立
す

る
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
仁
義
に
も
何
か
し
ら
の
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
．
る
と
考
え
ら
れ
、
仁
義
の
効
用
を
一
定
程
度

認
め
る
郭
店
『
老
子
』
十
八
章
の
論
旨
と
一
致
す
る
。
し
た
が
っ

て
郭
店
本
当
時
の
三
十
八
章
は
、
仁
義
を
否
定
し
な
い
解
老
篇
所

引
の
本
文
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
何

れ
に
せ
よ
、
知
北
遊
篇
も
馬
蹄
篇
や
賠
僅
篇
と
同
様
に
吊
書
系
『
老

子
』
と
極
め
て
近
い
内
容
を
示
し
、
仁
義
礼
に
対
し
て
極
め
て
冷

淡
な
態
度
を
と
っ
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

本
節
に
お
け
る
考
察
を
簡
単
に
ま
と
め
よ
う
。
内
篇
に
お
け
る

儒
家
批
判
は
、
主
に
個
人
的
処
世
術
と
し
て
の
斉
同
論
の
立
場
か

ら
行
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
外
・
雑
篇
で
は
、
孔
子
等
に
よ
る
仁

義
礼
楽
の
教
化
こ
そ
が
人
間
の
本
性
を
阻
害
し
、
天
下
を
混
乱
に

導
く
と
す
る
な
ど
、
統
治
論
の
範
曙
に
お
け
る
儒
家
批
判
が
中
心

と
な
っ
て
く
る
。
ま
た
外
・
雑
篇
で
は
、
『
老
子
』
風
の
語
句
が
多

用
さ
れ
、
伺
れ
も
反
儒
家
的
色
彩
の
濃
い
南
書
系
『
老
子
』
と
強

い
関
連
性
を
示
す
。

外
・
雑
篇
の
作
者
た
ち
が
構
想
す
る
統
治
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。
そ
れ
は
内
篇
と
如
伺
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
。
外
・
雑
篇

で
は
、
な
ぜ
『
老
子
』
に
接
近
す
る
よ
う
に
な
る
の
か
。
南
書
系

『
老
子
』
と
関
係
が
深
い
耕
栂
篇
以
下
四
篇
を
中
心
に
今
一
度
考

察
し
て
み
よ
う
。
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第
二
節

耕
掲
篇
以
下
回
篇
の
統
治
論

耕
栂
篇
以
下
回
篇
で
は
、
繰
り
返
し
本
性
の
保
全
が
強
調
さ
れ

て
い
た
。
で
は
本
性
と
は
何
で
あ
り
、
本
性
に
基
づ
く
統
治
と
は

如
何
な
る
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
馬
蹄
篇
で
は
、
伯
楽
に
よ
る

馬
の
調
教
や
陶
匠
に
よ
る
粘
土
・
木
工
細
工
を
、
馬
や
粘
土
・
材

木
の
本
性
を
阻
害
す
る
行
為
と
批
判
し
た
上
で
、
理
想
の
統
治
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

吾
意
、
善
治
天
下
者
不
然
。
彼
民
有
常
性
。
織
市
衣
、
耕
市

食
。
是
謂
同
徳
。
一
市
不
集
、
命
日
天
放
。
（
中
略
）
夫
至
徳

之
世
、
同
輿
禽
獣
居
、
族
輿
高
物
並
。
悪
乎
知
君
子
小
人
哉
。

同
乎
無
知
、
其
徳
不
離
。
同
乎
無
欲
、
是
謂
素
撲
。
素
撲
而

民
性
得
失
。
（
馬
蹄
篇
）

吾
意
う
に
、
善
く
天
下
を
治
む
る
者
は
然
ら
ず
。
彼
の
民
に

き

〈

ら

は
常
性
有
り
。
織
り
て
衣
、
耕
し
て
食
う
。
是
れ
を
徳
に
同

ず
と
調
う
。
一
に
し
て
蕪
せ
ざ
る
は
、
命
づ
け
て
天
放
と
日

ぅ
。
（
中
略
）
夫
れ
至
徳
の
世
は
、
禽
獣
と
同
に
居
り
、
寓
物

と
族
し
て
並
ぶ
。
悪
く
ん
ぞ
君
子
小
人
を
知
ら
ん
や
。
同
乎

と
し
て
無
知
な
り
、
其
の
徳
離
れ
ず
。
同
乎
と
し
て
無
欲
な

り
、
是
れ
を
素
撲
と
謂
う
。
素
撲
な
れ
ば
、
市
ち
民
の
性
は

得
ら
る
。

私
が
思
う
に
、
う
ま
く
天
下
を
治
め
る
者
は
そ
の
よ
う
な
（
本

性
を
歪
め
る
）
こ
と
は
し
な
い
。
民
の
常
な
る
本
性
と
は
、
機
織

＆
M
歩
伺
＊
a
F

－一

り
し
て
衣
服
を
ま
と
い
、
耕
作
し
て
食
べ
る
こ
と
だ
。
こ
れ
を
徳

へ
の
同
化
と
い
う
。
徳
と
一
つ
に
な
っ
て
人
為
に
偏
ら
な
い
こ
と

を
天
放
（
自
然
へ
の
放
任
）
と
呼
ぶ
。
（
中
略
）
最
上
の
徳
が
実
現

し
た
世
で
は
、
人
々
は
禽
獣
と
と
も
に
暮
ら
し
、
万
物
と
一
緒
に

生
活
し
て
い
た
。
ど
う
し
て
君
子
や
小
人
の
差
別
な
ど
あ
ろ
う
。

duad章
守
え

倍
淡
と
し
て
無
知
で
あ
り
、
そ
の
徳
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
い
。

悟
淡
と
し
て
無
欲
で
あ
り
、
こ
れ
を
素
撲
と
呼
ぶ
。
素
撲
で
あ
れ

ば
民
の
本
性
は
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
。

本
篇
の
作
者
は
、
民
の
常
な
る
本
性
を
衣
食
で
あ
る
と
規
定
す

る
。
民
に
備
わ
る
自
活
能
力
こ
そ
民
の
本
性
と
み
る
の
で
あ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
君
主
が
面
倒
を
み
な
く
と
も
民
は
そ
の
自
活
能
力

に
よ
っ
て
十
分
生
き
て
ゆ
け
る
わ
け
で
あ
り
、
そ
こ
で
教
化
な
ど

の
人
為
を
加
え
ず
自
然
の
ま
ま
に
放
任
す
る
「
天
放
」
が
奨
励
さ

れ
る
。
本
性
に
依
拠
し
た
統
治
と
は
、
民
の
自
活
能
力
に
委
任
す

る
統
治
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
老
子
』
の
「
無
為
の
治
」

と
も
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
至
治
の
世
で
は
、
君
子

と
小
人
の
区
別
は
も
と
よ
り
、
禽
獣
や
万
物
さ
え
も
区
別
せ
ず
一

緒
に
暮
ら
し
て
い
た
と
す
る
。
分
別
知
を
働
か
さ
な
い
素
撲
な
生
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活
こ
そ
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
老
子
』
八
十

章
の
小
国
寡
民
の
理
想
郷
を
想
起
さ
せ
よ
う
。
肱
僅
篇
に
は
、
「
民

は
縄
を
結
び
て
之
を
用
い
、
其
の
食
を
甘
し
と
し
、
其
の
服
を
美

と
し
、
其
の
俗
を
築
し
み
、
其
の
居
に
安
ん
ず
。
郷
園
相
望
み
、

難
狗
の
音
相
聞
ゆ
る
も
、
民
は
老
死
に
至
る
ま
で
相
往
来
せ
ず
。

此
の
若
き
の
時
な
れ
ば
、
則
ち
至
治
の
み
」
と
、
よ
り
明
確
に
『
老

子
』
の
小
国
寡
民
を
支
持
す
る
記
述
も
見
え
る
。
儒
家
批
判
の
み

な
ら
ず
、
統
治
の
理
想
型
を
も
『
老
子
』
的
文
章
で
描
写
す
る
点

は
非
常
に
興
味
深
い
。

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
餅
栂
篇
以
下
回
篇
に
お
け
る
本
性
と

は
、
具
体
的
に
は
民
が
持
つ
自
活
能
力
を
指
す
。
そ
し
て
本
性
に

依
拠
し
た
統
治
と
は
、
本
性
と
し
て
備
わ
る
自
活
能
力
に
委
任
す

る
統
治
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

政
治
色
が
希
薄
な
内
篇
と
統
治
論
を
展
開
す
る
耕
栂
篇
以
下
回

篇
と
の
聞
に
は
大
き
な
懸
隔
が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
か
か
る

統
治
論
は
決
し
て
内
篇
と
無
関
係
に
登
場
し
て
き
た
も
の
で
は
な

い
。
内
篇
の
養
生
主
篇
［
庖
丁
寓
話
］
に
は
、
十
九
年
も
の
問
、

刃
こ
ぼ
れ
一
つ
せ
ず
牛
を
裁
く
庖
丁
の
妙
技
に
託
し
、
養
生
法
を

説
く
く
だ
り
が
あ
る
。
庖
丁
は
解
牛
の
秘
訣
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

天依
理乎
に天
依ょ理
り
、批

大t大
谷~~都

品う導
ち義
4ーた

委員i国
語菌
き特

其
の
固
よ
り

然
る
に
因
る
。

（
牛
を
解
く
に
は
、
）
牛
の
自
然
な
筋
目
に
合
わ
せ
、
骨
と
肉
の

隙
聞
に
刃
を
ふ
る
い
、
関
節
に
刃
を
導
き
入
れ
、
牛
が
生
来
も
つ

形
状
に
従
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

解
牛
の
秘
訣
は
「
其
の
固
よ
り
然
る
に
因
る
」
こ
と
、
つ
ま
り
、

牛
の
形
状
に
沿
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
聞
い
た
文
恵
君
は
、
「
善

い
か
な
。
吾
は
庖
丁
の
言
を
聞
き
、
養
生
を
得
た
り
」
と
大
い
に

感
動
す
る
。
庖
丁
が
牛
の
形
状
に
逆
ら
わ
ず
牛
を
裁
く
よ
う
に
、

人
間
も
世
の
中
の
自
然
な
有
り
様
に
因
循
し
て
ゆ
け
ば
、
庖
丁
の

刃
物
と
同
様
に
人
間
の
生
命
も
保
全
さ
れ
る
、
と
の
養
生
法
を
文

恵
君
は
悟
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

か
か
る
養
生
論
は
一
個
人
に
お
け
る
生
命
の
保
全
を
意
図
し
た

も
の
で
あ
る
。
だ
が
、
「
其
の
固
よ
り
然
る
に
因
る
」
と
い
う
部
分

を
、
民
の
自
然
な
あ
り
よ
う
に
因
循
す
る
と
い
う
統
治
手
段
に
読

み
替
え
る
な
ら
ば
、
統
治
論
へ
の
応
用
も
十
分
可
能
と
な
る
。
内

篇
の
中
に
は
、
既
に
か
か
る
養
生
法
を
統
治
論
に
応
用
し
た
と
思

わ
れ
る
部
分
が
存
在
す
る
。

内
篇
の
応
帝
王
篇
［
天
根
・
無
名
人
問
答
］
に
は
、
天
下
統
治

を
め
ぐ
る
天
根
と
無
名
人
の
問
答
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
天
下
統

治
の
方
法
を
求
め
る
天
根
に
対
し
、
無
名
人
は
「
汝
は
都
人
な
り
」

と
一
日
一
は
退
け
る
も
の
の
、
執
劫
に
食
い
下
が
る
天
根
に
根
負
け

、．a，1 
1
 
，，‘、



し
て
遂
に
そ
の
方
法
を
語
る
。

汝
瀞
心
於
淡
、
合
気
於
漢
、

下
治
失
。
（
応
帝
王
篇
）

汝
は
心
を
淡
に
瀞
ば
せ
、
気
を
漠
に
合
わ
せ
、
物
の
自
然
に

す
な
わ

順
い
て
私
を
容
る
る
無
け
れ
ば
、
市
ち
天
下
は
治
ま
ら
ん
。

順
物
自
然
而
無
容
私
溝
、

而
天

お
前
の
心
を
倍
淡
と
し
た
境
地
に
遊
ば
せ
、
血
気
を
静
寂
に
保

ち
、
万
物
の
自
然
な
あ
り
よ
う
に
順
応
し
て
私
心
を
挟
ま
な
い
よ

う
に
す
れ
ば
、
き
っ
と
天
下
は
治
ま
る
で
あ
ろ
う
よ
。

外
物
の
刺
激
を
絶
ち
、
心
を
無
欲
・
平
静
に
保
つ
こ
と
を
説
く

前
半
部
は
、
斉
物
論
篇
［
苗
触
・
王
促
問
答
］
等
に
登
場
す
る
利

害
・
死
生
を
超
越
し
た
至
人
の
境
地
を
想
起
さ
せ
る
。
ま
た
万
物

の
自
然
な
あ
り
よ
う
に
因
循
す
べ
き
こ
と
を
説
く
後
半
部
は
、
先

の
［
庖
丁
寓
話
］
で
説
か
れ
る
養
生
法
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
ろ

す
な
わ

う
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
「
市
ち
天
下
は
治
ま
ら
ん
」
と
あ
る
よ

う
に
、
斉
同
論
的
処
世
術
や
養
生
術
の
実
践
が
天
下
統
治
の
手
段

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
通
常
は
個
人
の
枠

内
に
収
ま
る
斉
同
論
や
養
生
論
が
、
こ
こ
で
は
統
治
論
に
応
用
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

耕
掲
篇
以
下
回
篇
で
は
、
民
の
本
性
に
随
順
す
る
統
治
が
求
め

ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
ま
さ
に
本
説
話
の
「
物
の
自
然
に
順
い
て

私
を
容
る
る
無
け
れ
ば
、
而
ち
天
下
は
治
ま
ら
ん
」
と
い
う
部
分

に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
、
耕
栂
篇
以
下
回
篇
の
統
治
論
は
、
内

篇
に
見
え
る
養
生
論
を
統
治
論
へ
発
展
さ
せ
た
も
の
と
考
え
る
こ

と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
政
治
的
関
心
が
稀
薄
な
内
篇
の

思
想
を
統
治
論
へ
応
用
す
る
の
は
、
甚
だ
困
難
な
作
業
で
も
あ
る
。

そ
こ
で
豊
富
な
政
治
論
を
有
し
、
且
つ
思
想
傾
向
の
近
似
す
る
『
老

子
』
の
思
想
を
導
入
し
て
補
完
を
試
み
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

外
篇
で
急
激
に
政
治
色
を
帯
び
て
く
る
の
は
、
他
学
派
へ
の
対

抗
意
識
が
大
き
く
働
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
儒
家
や

墨
家
を
は
じ
め
と
す
る
他
学
派
は
盛
ん
に
天
下
統
治
の
方
法
を
議

論
し
て
い
た
。
一
方
、
内
篇
に
見
え
る
荘
周
の
思
想
は
、
一
個
人

の
安
寧
に
終
始
す
る
思
想
で
あ
る
。
こ
れ
で
は
荘
周
の
思
想
は
、

一
個
人
の
救
済
に
と
ど
ま
る
狭
障
な
思
想
で
あ
る
と
の
批
判
を
免

れ
な
い
。
か
か
る
批
判
の
回
避
と
他
学
派
へ
の
対
抗
上
、
荘
子
後

学
は
、
内
篇
の
思
想
を
統
治
論
へ
応
用
し
た
り
、
『
老
子
』
の
思
想

を
導
入
し
た
り
し
て
、
統
治
論
の
整
備
を
は
か
っ
た
も
の
と
推
測

さ
れ
る
。

さ
て
、
耕
掲
篇
以
下
回
篇
、
或
い
は
知
北
遊
篇
等
の
諸
篇
が
反

儒
家
の
立
場
を
表
明
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、
そ
れ
は
儒

家
の
中
で
も
知
何
な
る
学
派
を
念
頭
に
お
い
た
批
判
で
あ
ろ
う
か
。

節
を
改
め
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

、．，
a
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第
三
節

荘
子
後
学
と
萄
子

谷
中
信
一
氏
は
、

討
す
る
際
、
『
荘
子
』

て
い
る
。①
 

郭
店
『
老
子
』
と
今
本
『
老
子
』
を
比
較
検

知
北
遊
篇
に
着
目
し
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ

今
本
『
老
子
』
と
郭
店
『
老
子
』
と
の
比
較
を
進
め
て
い
く

上
で
問
題
に
な
り
う
る
の
は
③
と
④
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
③

と
④
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、
「
道
」
「
徳
」
「
仁
」
「
義
」
と

と
も
に
、
「
趨
」
を
問
題
に
し
て
い
る
鳥
で
あ
る
。
明
ら
か
に
、

前
節
で
も
検
討
し
た
脹
匿
篇
と
同
様
な
儒
家
批
判
が
窺
わ
れ

る
の
で
あ
る
。
特
に
、
こ
こ
で
は
「
趨
」
に
封
す
る
批
判
の

あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
し
か
も
③
に
見
ら
れ
る
よ
う
に

「
種
相
偽
也
」
と
述
べ
て
、
穫
が
極
め
て
作
属
性
の
強
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
こ
れ
に
批
判
を
加
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
批
判
が
、
「
性
偽
之
分
」
を
立
て
て
「
偽
」
の
重
要
性

を
強
調
す
る
と
と
も
に
、
「
趨
義
法
度
」
に
よ
る
政
治
を
説
い

た
萄
子
（
も
し
く
は
萄
子
撃
派
）
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ

ろ
う
と
推
測
す
る
こ
と
は
さ
ほ
ど
困
難
な
こ
と
で
は
な
い
。

ま
た
知
北
遊
篇
の
作
者
が
そ
の
蛍
時
の
『
老
子
』
を
踏
ま

え
て
こ
の
①
か
ら
⑥
ま
で
の
部
分
を
述
作
し
た
こ
と
は
確
か

で
あ
ろ
う
か
ら
、
傍
線
部
④
の
部
分
は
、
郭
店
『
老
子
』
以

後
に
『
老
子
』
中
に
組
み
込
ま
れ
た
成
分
だ
っ
た
の
で
は
な

か
ろ
う
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
③
は
そ
う
で
は
な
か

っ
た
。
そ
の
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
定
立
。

谷
中
氏
は
、
知
北
遊
篇
に
お
い
て
礼
が
そ
の
作
為
性
の
強
さ
か

ら
批
判
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
し
、
こ
れ
を
作
為
と
し
て
の
「
偽
」

を
重
視
し
た
萄
子
、
も
し
く
は
萄
子
学
派
へ
の
批
判
と
す
る
。
そ

し
て
知
北
遊
篇
の
作
者
は
、
当
時
の
『
老
子
』
を
踏
ま
え
て
知
北

遊
篇
を
述
作
し
た
で
あ
ろ
う
と
し
、
傍
線
部
④
に
相
当
す
る
部
分
、

す
な
わ
ち
今
本
『
老
子
』
三
十
八
章
を
、
郭
店
『
老
子
』
以
後
に

加
増
さ
れ
た
部
分
と
推
測
す
る
。
そ
し
て
「
む
す
び
」
で
は
、
『
老

子
』
の
反
儒
家
的
傾
向
に
つ
い
て
「
『
老
子
』
の
反
儒
家
的
傾
向
は
、

富
初
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
戟
圏
中
期
か
ら
特
に
末
期
に
か
け

て
黄
老
家
な
い
し
は
老
荘
息
子
派
が
儒
家
（
と
り
わ
け
萄
子
皐
派
）

と
の
巌
し
い
封
立
が
深
ま
っ
て
い
く
過
程
で
、
新
た
に
加
わ
っ
た

、‘．，‘‘“． 1
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要
素
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
ほ
ぼ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

要
す
る
に
氏
は
、
先
ず
反
儒
家
的
傾
向
を
帯
び
て
い
な
い
郭
店

『
老
子
』
が
あ
り
、
戦
国
後
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
、
黄
老
家
な

い
し
は
老
荘
学
派
が
萄
子
学
派
と
の
対
立
を
深
め
る
な
か
で
礼
批

判
を
含
む
三
十
八
章
等
が
付
加
さ
れ
、
知
北
遊
篇
の
引
用
へ
至
っ

た
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
推
論
は
、
知
北
遊
篇
の
「
趨
は
相
備
す
な
り
」
が
萄
子

批
判
で
あ
る
と
の
前
提
か
ら
出
発
し
て
い
る
。
萄
子
が
「
偽
」
を

重
視
し
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
果
た
し
て
「
鵡
は
相
働
す
な
り
」

は
萄
子
に
対
す
る
批
判
と
な
り
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
萄
子
』
性

悪
篇
を
中
心
に
再
検
討
し
て
み
よ
う
。

不
可
撃
、
不
可
事
、
而
在
人
者
、
謂
之
性
。
可
皐
而
能
、
可

事
而
成
、
之
在
人
者
、
謂
之
僑
。
是
性
偽
之
分
也
。
（
性
悪
篇
）

撃
ぶ
可
か
ら
ず
、
事
と
す
可
か
ら
ず
し
て
、
人
に
在
る
者
、

之
を
性
と
調
う
。
撃
び
て
能
く
す
可
く
、
事
と
し
て
成
す
可

く
し
て
、
之
れ
人
に
在
る
者
、
之
れ
を
偽
と
謂
う
。
是
れ
性

偽
の
分
な
り
。

学
習
や
修
養
を
経
ず
に
生
来
人
聞
が
も
っ
能
力
、
こ
れ
を
性
と

呼
ぶ
。
学
習
や
修
養
を
通
し
て
始
め
て
獲
得
可
能
な
能
力
、
こ
れ

を
偽
と
呼
ぶ
。
以
上
が
性
・
偽
の
区
分
で
あ
る
。

萄
子
は
、
後
天
的
な
学
習
や
修
養
を
必
要
と
せ
ず
、
人
聞
が
先

天
的
に
有
す
る
能
力
を
「
性
」
（
本
性
）
と
呼
び
、
学
習
や
修
養
を

通
し
て
獲
得
す
る
能
力
を
「
偽
」
（
作
為
）
と
呼
ん
だ
。
そ
し
て
「
今
、

人
の
性
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
利
を
好
む
こ
と
有
り
。
：
・
生

ま
れ
な
が
ら
に
し
て
疾
み
悪
む
こ
と
有
り
。
：
・
生
ま
れ
な
が
ら
に

し
て
耳
目
の
欲
有
り
、
聾
色
を
好
む
こ
と
有
り
」
（
同
）
と
、
人
間

の
本
性
を
利
益
を
好
み
、
憎
悪
の
感
情
を
持
ち
、
感
覚
器
官
の
悦

楽
を
追
求
す
る
も
の
と
規
定
す
る
。
そ
こ
で
「
故
に
必
ず
特
に
師

法
の
化
、
種
義
の
道
有
り
て
、
然
る
後
に
僻
譲
に
出
で
、
文
理
に

合
し
、
治
に
障
せ
ん
と
す
」
（
同
）
と
、
人
間
は
先
王
の
教
化
や
礼

義
の
規
範
と
い
う
外
的
規
範
（
「
偽
」
）
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
辞
議

の
心
や
規
範
を
体
得
し
、
世
の
中
は
平
和
に
向
か
う
と
し
た
の
で

あ
る
。

( 14 ) 

さ
ら
に
苛
子
は
、
「
檀
義
」

の
国
に
な
り
得
る
と
説
く
。

一
般
人
も
聖
人

の
修
得
次
第
で
は
、

「
塗
之
人
可
以
属
属
。
」
局
調
也
。
目
、
凡
爵
之
所
以
属
局
者
、

以
其
属
仁
義
法
正
也
。
然
則
仁
義
法
正
有
可
知
可
能
之
理
。

然
市
塗
之
人
也
、
皆
有
可
以
知
仁
義
法
正
之
質
、
皆
有
可
以

能
仁
義
法
正
之
具
。
然
則
其
可
以
属
高
明
失
。
（
性
悪
篇
）

み
ち
「
塗
の
人
も
以
て
高
と
属
る
可
し
」
と
は
局
の
謂
い
ぞ
や
。



お
さ

日
く
、
凡
そ
再
の
高
腐
る
所
以
の
者
は
、
其
の
仁
義
法
正
を
属

む
る
を
以
て
な
り
。
然
ら
ば
則
ち
仁
義
法
正
に
は
知
る
可
く

能
く
す
可
き
の
理
有
り
。
然
ら
ば
而
ち
塗
の
人
も
、
皆
な
以

て
仁
義
法
正
を
知
る
可
き
の
質
有
り
、
皆
な
以
て
仁
義
法
正

を
能
く
す
可
き
の
具
有
り
。
然
ら
ば
則
ち
其
の
以
て
高
と
罵

る
可
き
こ
と
明
ら
か
な
り
。

「
道
端
の
人
も
聖
人
の
再
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
は
、
如

何
な
る
意
味
で
あ
ろ
う
か
。
再
が
偉
大
な
高
と
し
て
賞
賛
さ
れ
る

の
は
、
彼
が
仁
義
や
法
規
を
し
っ
か
り
と
修
得
し
た
か
ら
で
あ
る
。

人
間
で
あ
る
馬
に
修
得
が
可
能
だ
っ
た
以
上
、
仁
義
や
法
規
は
同

じ
人
間
な
ら
ば
誰
も
が
理
解
し
、
実
践
で
き
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

道
端
の
人
も
人
間
で
あ
る
以
上
、
仁
義
や
規
範
を
理
解
し
実
践
す

る
資
質
は
備
わ
っ
て
い
る
。
し
て
み
れ
ば
、
道
端
の
人
す
ら
属
に

な
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
当
然
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
登
場
す
る
「
仁
義
法
正
」
（
仁
義
・
法
規
）
と
は
、
外
的

規
範
で
あ
る
「
趨
義
」
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
萄
子
は
人
間
で

あ
る
再
が
仁
義
・
法
規
を
修
得
し
て
聖
人
に
な
っ
た
例
を
挙
げ
、

人
間
で
あ
れ
ば
誰
も
が
「
仁
義
法
正
」
を
理
解
し
実
践
す
る
能
力

を
備
え
て
お
り
、
努
力
次
第
で
は
馬
に
さ
え
な
り
う
る
と
説
く
の

で
あ
る
。

万
人
が

「
仁
義
法
正
」

の
資
質
を
有
す
る
の
な
ら
ば
、
「
仁
義
法

正
」
と
は
、
畢
寛
、
人
間
の
本
性
に
内
在
す
る
も
の
で
、
『
孟
子
』

の
性
善
説
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
な
い
で
は
な
い
か
、
と
の
疑
念
も
生

じ
て
こ
よ
う
。
し
か
し
萄
子
が
考
え
る
性
と
は
、
後
天
的
な
学
習

が
不
要
な
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
「
再
の
再
馬
る
所
以
の
者
は
、

其
の
仁
義
法
正
を
馬
む
る
を
以
て
な
り
」
と
、
国
は
後
天
的
な
「
仁

義
法
正
」
の
修
得
に
よ
っ
て
聖
人
た
り
得
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
す
る
と
、
あ
く
ま
で
萄
子
は
「
仁
義
法
正
」
を
外
的
規

範
と
認
識
し
て
い
た
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い

E
7）。

さ
て
、
以
上
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
、
荘
子
後
学
と
萄
子
の

関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
確
か
に
谷
中
氏
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
知
北
遊
篇
の
「
躍
は
相
働
す
な
り
」
は
、
「
偽
」
を
重
視
し

た
萄
子
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
礼
の
作
為

性
を
強
調
す
る
だ
け
で
は
決
し
て
萄
子
批
判
に
は
な
り
得
な
い
。

萄
子
も
同
じ
く
「
穂
義
」
を
「
偽
」
（
作
為
）
と
捉
え
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
仁
義
礼
楽
を
人
間
の
本
性
で
は
な
い
と
す
る
耕
栂
篇
以

下
回
篇
の
論
説
も
同
様
で
あ
る
。
先
述
の
如
く
、
萄
子
も
仁
義
礼

は
外
的
規
範
で
あ
り
、
非
本
性
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
萄
子
に
対

し
、
仁
義
礼
は
人
間
の
本
性
で
は
な
い
と
批
判
し
て
み
て
も
、
全

く
的
外
れ
の
議
論
と
な
ろ
う
。
知
北
遊
篇
及
び
耕
栂
篇
以
下
回
篇

に
見
え
る
儒
家
批
判
は
、
以
上
の
理
由
か
ら
荷
子
に
対
し
て
行
わ

れ
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
荘
子
後
学

は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
人
物
、
或
い
は
集
団
を
仮
想
的
と
し
て

、‘．，F内u
・
1
 
，，‘、



い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
四
節

子
思
学
派
の
性
論

耕
侭
篇
で
は
「
天
下
の
至
正
に
非
ざ
る
」
者
と
し
て
、
六
名
が

名
指
し
で
批
判
さ
れ
て
い
る
。

是
故
餅
於
明
者
、
組
五
色
、
淫
文
章
・
：
而
離
朱
是
己
。
多
於

聴
者
、
観
五
撃
、
淫
六
律
。
：
・
而
師
噴
是
己
。
枝
於
仁
者
、

擢
徳
塞
性
以
牧
名
撃
。
：
市
曾
史
是
己
。
耕
於
静
者
、
累
瓦

結
縄
、
置
匂
瀞
心
於
堅
白
同
異
之
問
。
：
・
而
楊
墨
是
己
。
故

此
皆
多
耕
本
一
刀
枝
之
道
、
非
天
下
之
至
正
也
。
（
耕
栂
篇
）

是
の
故
に
明
に
耕
な
る
者
は
、
五
色
に
組
れ
、
文
章
に
淫
す

す
な
わ

・
而
ち
離
朱
是
れ
の
み
。
聴
に
多
な
る
者
は
、
五
撃
に
蹴
れ
、

六
律
に
淫
す
。
・
：
而
ち
師
噴
是
れ
の
み
。
仁
に
枝
な
る
者
は
、

す
注
つ

徳
を
擢
き
性
を
塞
ぎ
以
て
名
撃
を
牧
む
。
：
・
而
ー
ち
曾
史
是
れ

の
み
。
静
に
耕
な
る
者
は
、
瓦
を
駅
ね
縄
を
結
び
、
堅
白
同

す

な

わ

す

な

わ

異
の
間
に
宜
句
瀞
心
す
。
：
市
ち
楊
墨
是
れ
の
み
。
故
ち

此
れ
皆
な
多
耕
芳
枝
の
道
に
し
て
、
天
下
の
至
正
に
非
ざ
る

な
り
。

視
覚
が
敏
感
す
ぎ
て
五
色
・
文
章
を
乱
す
離
朱
。
聴
覚
が
敏
感

す
ぎ
て
五
音
・
六
律
を
乱
す
師
噴
。
仁
に
過
剰
で
、
徳
を
抜
き

去
り
本
性
を
塞
ぎ
止
め
て
名
声
を
獲
得
す
る
曽
参
・
史
舗
。
弁
舌

に
過
ぎ
、
無
用
の
言
を
集
め
て
堅
白
同
異
の
詑
弁
を
弄
す
る
楊
朱
・

墨
程
。離
朱
と
師
畷
は
伝
説
的
人
物
な
の
で
、
思
想
上
の
敵
対
者
と
し

て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
他
の
四
名
で
あ
る
。
た
だ
し
、
楊
朱
・
墨

璽
は
彼
ら
の
詑
弁
に
つ
い
て
指
弾
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

仁
等
の
徳
目
や
本
性
論
と
の
絡
み
で
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
曽

参
・
史
鮪
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
同
篇
に
は
「
且
つ
夫
れ
其
の

性
を
仁
義
に
属
せ
ん
と
す
る
者
は
、
通
ず
る
こ
と
曾
史
の
如
し
と

よ

雄
も
、
五
口
の
厳
し
と
謂
う
所
に
は
非
ざ
る
な
り
」
と
、
や
は
り
仁

義
を
本
性
と
す
る
曽
参
・
史
舗
が
排
斥
さ
れ
て
お
り
、
両
者
は
肱

僅
篇
や
在
宥
篇
で
も
繰
り
返
し
攻
撃
さ
れ
て
い
る
。

曽
参
は
孝
の
実
践
者
と
し
て
有
名
だ
が
、
既
存
の
文
献
に
は
本

性
に
関
す
る
言
説
は
ほ
と
ん
ど
見
え
な
い
。
史
鮪
は
衛
の
家
老
で
、

『
論
語
』
衛
霊
公
篇
で
孔
子
に
「
直
な
る
か
な
史
魚
」
と
評
さ
れ

る
人
物
で
あ
る
が
、
そ
の
思
想
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
外
篇

作
成
時
に
は
、
曽
参
・
史
鮪
が
仁
や
性
を
説
い
た
と
い
う
認
識
が

存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

我
々
が
知
る
中
で
本
性
論
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
の
は
、
孔

子
の
孫
で
あ
る
子
思
（
前
四
八
三

i
前
回

O
二
年
）
の
時
代
か
ら

で
あ
る
。
子
思
の
著
作
と
さ
れ
る
『
中
庸
』
の
冒
頭
で
は
、
「
天
の

し
た
が

命
ず
る
、
之
を
性
と
謂
う
。
性
に
率
う
、
之
を
道
と
謂
う
」
と
、

性
に
関
す
る
論
説
が
見
え
る
。
ま
た
、
近
年
発
見
さ
れ
た
郭
店
楚

、，，nhu 
－
 
，t
、



簡
中
の
儒
家
系
諸
篇
は
、
子
思
と
魯
穆
公
の
問
答
で
展
開
さ
れ
る

『
魯
穆
公
開
子
思
』
や
子
思
の
著
作
で
あ
る
『
中
庸
』
と
緊
密
な

関
わ
り
を
も
っ
『
性
自
命
出
』
を
含
む
こ
と
か
ら
、
子
思
学
派
の

著
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
の
『
性
自
命
出
』
や
『
語

叢
』
に
は
、
性
と
仁
義
礼
智
の
関
係
に
論
及
し
た
部
分
が
存
在
す

る
。
ま
た
、
子
思
の
門
人
に
教
え
を
受
け
た
と
さ
れ
る
孟
子
に
は

著
名
な
性
善
説
が
あ
り
、
そ
れ
に
反
駁
し
た
萄
子
に
は
性
悪
説
が

あ
る
。『
荘
子
』
外
篇
が
成
立
し
た
と
推
定
さ
れ
る
戦
国
後
期
は
萄
子

と
同
期
で
あ
り
、
特
に
子
思
学
派
や
孟
子
の
性
論
が
隆
盛
を
極
め

て
い
た
時
期
で
あ
る
。
か
か
る
性
論
の
盛
行
と
『
荘
子
』
外
篇
で

俄
に
性
が
論
じ
ら
れ
始
め
る
こ
と
と
は
、
決
し
て
無
関
係
で
は
な

い
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
先
ず
子
思
学
派
と
の
関
連
が
示
唆
さ
れ
る

郭
店
楚
簡
『
性
白
命
出
』
や
『
語
叢
』
か
ら
、
性
論
に
関
す
る
部

分
を
抽
出
し
て
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

性
自
命
出
、
命
自
天
降
。
道
始
於
情
、
情
生
於
性
。
（
『
性
自

命
出
』
）

性
は
命
よ
り
出
で
、
命
は
天
よ
り
降
る
。
道
は
情
よ
り
始
ま

り
、
情
は
性
よ
り
生
ず
。

『
性
自
命
出
』
で
は
、
天
↓
命
↓
性
↓
情
↓
道
と
い
う
発
生
過

程
が
述
べ
ら
れ
る
。
『
中
庸
』
冒
頭
の
「
天
の
命
ず
る
、
之
を
性
と

謂
う
。
性
に
諮
っ
、
之
を
道
と
習
っ
」
と
あ
る
の
と
、
極
め
て
近

い
思
考
で
あ
る
。
さ
ら
に
『
性
自
命
出
』
や
『
語
叢
』
に
は
、
性

と
仁
義
礼
智
の
関
係
を
解
説
す
る
部
分
が
存
在
す
る
。
義
に
つ
い

て
は
少
々
複
雑
な
の
で
、
先
に
仁
智
礼
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

【
仁
】
篤
、
仁
之
方
也
。
仁
、
性
之
方
也
。
性
或
生
之
。
（
『
性
自

命
出
』
）

た

ぐ

い

た

ぐ

い

篤
は
仁
の
方
な
り
。
仁
は
性
の
方
な
り
。
性
は
之
を
生

あ

ず
る
こ
と
或
り
。

由
中
出
者
、
仁
・
忠
・
信
。
（
『
語
叢
一
』
）

中
よ
り
出
づ
る
も
の
は
、
仁
・
忠
・
信
。

( 17 ) 

【智】

智
生
於
性
、
卯
生
於
智
：
・
。
（
『
語
叢
二
』
）

智
は
性
よ
り
生
じ
、
卯
は
智
よ
り
生
じ
・
：
。

【
礼
】
情
生
於
性
、
植
生
於
情
。
（
『
語
叢
二
』
）

情
は
性
よ
り
生
じ
、
躍
は
情
よ
り
生
ず
。

『
性
自
命
出
』
で
は
、
篤
実
は
仁
の
属
性
で
あ
り
、
仁
は
性
の

属
性
で
性
よ
り
生
ず
る
と
し
、
仁
の
根
元
を
人
間
の
本
性
に
置
く
。

仁
は
忠
・
信
と
と
も
に
人
間
の
内
部
か
ら
発
生
す
る
と
説
く
『
語



叢
一
』
も
、
「
性
」
字
こ
そ
見
え
な
い
が
、
『
性
自
命
出
』
の
思
考

と
極
め
て
近
い
。
『
語
叢
一
一
』
で
は
、
智
も
同
様
に
性
か
ら
発
生
す

る
と
さ
れ
て
い
る
。
礼
の
場
合
、
直
接
に
は
情
か
ら
発
生
し
、
情

は
性
に
淵
源
を
も
っ
と
さ
れ
、
性
↓
情
↓
礼
の
経
路
が
示
さ
れ
る
。

し
て
み
れ
ば
、
礼
は
間
接
的
に
性
か
ら
発
生
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
仁
・
智
・
礼
は
何
れ
も
性
に
淵
源
を
持
つ
と
理
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
で
は
、
義
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。

［
義
〕
仁
生
於
人
、
義
生
於
道
。
或
生
於
内
、
或
生
於
外
。
（
『
語

叢
一
』
）
仁
は
人
よ
り
生
じ
、
義
は
道
よ
り
生
ず
。
内
よ
り
生
ず
る
或

あ

り
、
外
よ
り
生
ず
る
或
り
。

「
義
は
道
よ
り
生
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
義
は
道
と
関
連
が
深

い
の
で
、
ひ
と
ま
ず
道
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。
前
掲
の
『
性
自

命
出
』
で
は
、
「
道
は
情
よ
り
始
ま
り
、
情
は
性
よ
り
生
ず
」
と
、

道
は
人
間
の
感
情
よ
り
始
ま
り
、
感
情
は
本
性
よ
り
生
ず
る
と
さ

れ
る
。
し
て
み
れ
ば
、
道
も
結
局
は
性
か
ら
生
じ
た
と
考
え
た
く

な
る
が
、
「
性
↓
情
」
の
経
路
と
「
情
↓
道
」
の
経
路
と
で
は
、
発

生
の
事
情
が
些
か
異
な
る
。
「
性
↓
情
」
の
経
路
で
は
、
「
情
は
性

よ
り
生
ず
」
と
あ
る
よ
う
に
、
人
間
の
感
情
が
本
性
よ
り
・
自
然
発

生
的
に
発
露
す
る
こ
と
を
い
う
。
こ
れ
に
対
し
て
「
情
↓
道
」
の

経
路
は
、
「
道
は
情
よ
り
始
ま
」
る
と
、
道
は
情
か
ら
開
始
さ
れ
る

し
た
が

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
『
中
庸
』
で
は
「
性
に
率
う
、
之
を
道
と

謂
う
」
と
、
人
間
の
本
性
に
基
づ
い
て
歩
む
べ
き
進
路
を
設
定
す

る
こ
と
が
道
と
さ
れ
て
い
た
。
『
性
白
命
出
』
で
道
が
情
よ
り
発
生

す
る
と
は
述
べ
ら
れ
ず
、
「
始
ま
」
る
と
表
現
さ
れ
る
の
は
、
「
情

↓
道
」
が
自
然
発
生
的
で
は
な
く
、
人
為
的
に
発
生
す
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
「
仁
は
人
よ
り
生
じ
、
義
は
道
よ
り

あ

あ

生
ず
。
内
よ
り
生
ず
る
或
り
、
外
よ
り
生
ず
る
或
り
」
と
、
仁
が

自
然
の
本
性
よ
り
生
ず
る
の
に
対
し
、
義
は
人
為
的
な
道
か
ら
生

ず
る
と
説
か
れ
る
の
も
、
同
様
の
思
考
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
人
聞
が
踏
み
行
う
べ
き
道
は
、
人
間
の
本
性
か
ら
生
じ
た

情
（
感
情
）
に
基
づ
い
て
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
性
か
ら
自
然

発
生
的
に
現
れ
る
情
（
感
情
）
や
、
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
仁
・

智
・
礼
と
は
一
線
を
画
す
る
の
で
あ
る
。

義
に
関
し
て
は
以
上
の
よ
う
な
複
雑
な
事
情
が
あ
り
、
厳
密
に

言
え
ば
、
性
か
ら
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
義
は
性
と

全
く
無
関
係
で
は
な
く
、
性
を
基
盤
に
設
定
さ
れ
る
道
よ
り
発
生

す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
性
に
淵
源
を
も
っ
と
い
う
点
で
は
仁
・
智
－

礼
と
共
通
す
る
と
い
え
よ
う
。

『
性
自
命
出
』
や
『
語
叢
』
で
は
、
以
上
の
よ
う
に
仁
義
礼
智

の
四
徳
目
が
あ
た
か
も
人
間
の
本
性
の
如
く
説
か
れ
て
い
る
。
ま

た
郭
店
楚
簡
『
五
行
』
で
は
、
仁
義
礼
智
聖
の
五
徳
目
が
心
中
に
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顕
現
化
す
る
と
し
て
、
性
に
こ
そ
触
れ
な
い
も
の
の
、

と
極
め
て
近
い
思
考
が
看
取
さ
れ
る
。

先
の
性
論

仁
形
於
内
、
謂
之
徳
之
行
、
不
形
於
内
、
謂
之
行
。
義
形
於

内
、
謂
之
徳
之
行
、
不
形
於
内
、
謂
之
行
。
稽
形
於
内
、
調

之
徳
之
行
、
不
形
於
内
、
調
之
【
行
。
智
形
】
於
内
、
謂
之

徳
之
行
、
不
形
於
内
、
謂
之
行
。
聖
形
於
内
、
謂
之
徳
之
行
、

不
形
於
内
、
調
之
行
。
（
『
五
行
』
）

あ
ら

仁
の
内
に
形
わ
る
、
之
を
徳
の
行
と
調
い
、
内
に
形
わ
れ
ず
、

之
を
行
と
謂
う
。
義
の
内
に
形
わ
る
、
之
を
徳
の
行
と
調
い
、

内
に
形
わ
れ
ず
、
之
を
行
と
調
う
。
種
の
内
に
形
わ
る
、
之

を
徳
の
行
と
謂
い
、
内
に
形
わ
れ
ず
、
之
を
【
行
】
と
謂
う
。

［
智
〕
の
内
に
［
形
〕
わ
る
、
之
を
徳
の
行
と
謂
い
、
内
に

形
わ
れ
ず
、
之
を
行
と
謂
う
。
聖
の
内
に
形
わ
る
、
之
を
徳

の
行
と
謂
い
、
内
に
形
わ
れ
ず
、
之
を
行
と
調
う
。

仁
・
義
・
礼
・
智
・
聖
等
の
徳
目
が
心
中
に
生
ず
る
場
合
、
こ

れ
を
「
徳
の
行
」
と
呼
び
、
単
に
表
面
的
な
行
動
の
み
が
存
す
る

場
合
、
こ
れ
を
「
行
」
と
呼
ん
で
「
徳
の
行
」
と
区
別
し
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
徳
目
は
心
中
に
忽
然
と
現
れ
る
の
で
は
な

く
、
例
え
ば
仁
の
場
合
、
「
仁
の
思
う
や
清
し
。
清
け
れ
ば
則
ち
馬

ら
か
な
り
。
副
都
び
ら
か
な
れ
ば
則
ち
安
ん
ず
。
安
ん
ず
れ
ば
則
ち
齢

う

れ

う

れ

や
か
な
り
。
世
や
か
な
れ
ば
則
ち
悦
ぶ
。
悦
べ
ば
則
ち
戚
う
。
時

う
れ
ば
則
ち
親
し
む
。
親
し
め
ば
則
ち
愛
す
。
愛
す
れ
ば
則
ち
玉

あ

ら

あ

ら

色
な
り
。
玉
色
な
れ
ば
則
ち
形
わ
る
。
形
わ
る
れ
ば
則
ち
仁
な
り
」

（
同
）
と
、
思
索
が
清
な
る
状
態
か
ら
、
察
↓
安
↓
温
↓
悦
↓
戚

↓
親
↓
愛
↓
玉
色
と
い
う
細
か
な
修
養
の
段
階
を
経
て
は
じ
め
て

一
つ
の
徳
目
の
修
得
に
至
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
煩
墳
な

過
程
が
必
要
で
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
の
五
徳
目
は
や
は
り
人
間

の
内
部
に
発
生
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
五
徳
目
は
人
間
の
本
性
に

内
在
す
る
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。

ま
た
『
五
行
』
に
は
、
「
見
て
之
を
知
る
は
智
な
り
。
聞
き
て
之

を
知
る
は
聖
な
り
。
明
明
た
る
は
智
な
り
。
競
賊
た
る
は
聖
な
り
」

と
智
・
聖
を
併
記
す
る
箇
所
が
あ
る
。
鳥
書
本
十
八
章
・
脹
僅
篇
・

在
宥
篇
に
お
け
る
「
絶
聖
棄
知
」
の
主
張
は
、
『
五
行
』
等
の
思
想

に
対
す
る
批
判
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

さ
ら
に
『
孟
子
』
に
は
、
仁
義
趨
智
の
徳
が
万
人
に
内
在
さ
れ

て
い
る
と
す
る
有
名
な
性
善
説
が
あ
る
。

、‘a
’
n
E
 
1
 

，f

、

側
隠
之
心
、
人
皆
有
之
。
差
悪
之
心
、
人
皆
有
之
。
恭
敬
之

心
、
人
皆
有
之
。
是
非
之
心
、
人
皆
有
之
。
側
隠
之
心
、
仁

也
。
差
悪
之
心
、
義
也
。
恭
敬
之
心
、
稽
也
。
是
非
之
心
、

智
也
。
仁
義
稽
智
、
非
自
外
雛
我
也
。
我
固
有
之
也
。
（
『
孟

子
』
告
子
上
篇
）



側
隠
の
心
は
人
皆
な
之
れ
有
り
。
差
悪
の
心
は
人
皆
な
之
れ

有
り
。
恭
敬
の
心
は
人
皆
な
之
れ
有
り
。
是
非
の
心
は
人
皆

な
之
れ
有
り
。
側
隠
の
心
は
仁
な
り
。
差
悪
の
心
は
義
な
り
。

恭
敬
の
心
は
躍
な
り
。
是
非
の
心
は
智
な
り
。
仁
義
趨
智
は
、

外
由
り
我
を
鎖
す
る
に
非
ざ
る
な
り
。
我
れ
固
よ
り
之
を
有

す。
側
隠
・
差
悪
・
恭
敬
・
是
非
の
心
は
万
人
に
備
わ
っ
て
お
り
、

仁
義
礼
智
の
基
で
あ
る
。
仁
義
礼
智
は
外
部
か
ら
私
を
教
化
す
る

も
の
で
は
な
い
。
私
は
生
得
的
に
こ
れ
を
所
有
し
て
い
る
。

孟
子
は
、
万
人
が
仁
義
礼
智
の
端
緒
を
備
え
て
い
る
と
説
く
。

後
世
、
萄
子
は
「
孟
子
日
く
、
人
の
性
は
善
な
り
と
。
日
く
、
是

れ
然
ら
ず
」
（
性
悪
篇
）
と
、
孟
子
の
説
を
人
間
の
本
性
を
善
と
み

る
性
善
説
と
理
解
し
、
こ
れ
に
反
駁
し
た
。
万
人
が
生
得
的
に
仁

義
礼
智
の
端
緒
を
備
え
る
と
す
る
孟
子
の
説
は
、
萄
子
が
理
解
し

た
よ
う
に
仁
義
礼
智
を
本
性
と
す
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え
る

説
で
あ
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
郭
店
楚
簡
『
性
自
命
出
』
・
『
語
叢
』
・
『
五
行
』
、

そ
し
て
『
孟
子
』
で
は
、
仁
義
礼
智
は
人
間
の
本
性
（
或
い
は
心

中
）
よ
り
生
ず
る
と
し
た
り
、
そ
の
萌
芽
は
万
人
に
内
在
さ
れ
て

い
る
と
し
た
り
と
、
仁
義
礼
智
の
徳
目
が
あ
た
か
も
人
間
の
本
性

で
あ
る
か
の
如
く
説
く
。
こ
の
点
は
『
荘
子
』
外
篇
に
見
え
る
本

性
論
と
決
定
的
に
異
な
っ
て
い
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
『
荘
子
』
外
篇

の
仮
想
敵
は
子
思
学
派
（
広
く
『
孟
子
』
も
含
む
）
で
あ
っ
た
と

考
え
れ
ば
、
そ
の
批
判
の
内
容
も
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
あ
る
。

先
述
の
如
く
耕
栂
篇
以
下
回
篇
に
は
、
曽
子
・
史
鯖
の
名
が
見

え
る
。
史
鯖
に
つ
い
て
は
未
詳
だ
が
、
曽
子
と
子
思
の
思
想
的
共

通
性
に
つ
い
て
は
夙
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
在
三
。
『
礼
記
』
檀
弓
上

篇
に
は
、
曽
子
と
子
思
の
問
答
が
見
え
、
そ
こ
で
曽
子
は
子
思
を

「
仮
」
と
名
前
で
呼
ん
で
お
り
、
両
者
が
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
こ

と
を
窺
わ
せ
る
在
主
。
さ
ら
に
孟
子
は
子
思
の
門
人
に
学
ん
だ
と

伝
承
さ
れ
て
い
る
の
で
、
曽
子
↓
子
思
↓
子
思
の
門
人
↓
孟
子
と

い
う
一
連
の
思
想
的
系
譜
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

耕
栂
篇
で
列
挙
さ
れ
た
六
人
は
、
伝
説
的
人
物
、
な
い
し
は
各

思
想
の
代
表
者
で
あ
り
、
戦
国
後
期
か
ら
見
れ
ば
大
昔
の
人
物
で

あ
る
。
外
・
雑
篇
の
著
者
の
眼
前
で
活
動
し
て
い
た
の
は
、
当
然
、

そ
の
後
学
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
し
て
曽
子
に
淵
源
を
持
つ
後
学
と

は
、
戦
国
中
・
後
期
に
あ
っ
て
は
前
掲
の
郭
店
楚
簡
諸
篇
や
『
孟

子
』
を
信
奉
す
る
子
思
学
派
（
こ
れ
を
曽
子
学
派
と
呼
ぶ
こ
と
も

可
能
で
あ
る
）
で
あ
っ
た
。
荘
子
後
学
は
、
当
時
活
動
し
て
い
た

子
思
学
派
へ
の
批
判
と
し
て
、
彼
ら
の
思
想
的
淵
源
で
あ
る
曽
子
・

史
舗
を
攻
撃
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

( 20 ) 

第
五
節

郭
店
系
『
老
子
』
か
ら
串
書
系
『
老
子
』
へ



そ
れ
で
は
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
振
り
返
り
つ
つ
、
南
書
系
『
老

子
』
出
現
の
契
機
、
及
び
郭
店
系
『
老
子
』
か
ら
吊
書
系
『
老
子
』

へ
移
行
す
る
要
因
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

内
篇
は
主
に
個
人
的
な
処
世
の
方
法
を
論
じ
て
お
り
、
内
篇
に

お
け
る
儒
家
批
判
も
こ
の
処
世
論
を
め
ぐ
っ
て
行
わ
れ
る
。
儒
家

お

よ

は
「
子
日
く
、
仁
に
里
る
を
美
し
と
属
す
」
（
『
論
語
』
里
仁
篇
）

や
「
忠
信
を
主
と
し
て
義
に
飽
る
は
、
徳
を
戴
く
す
る
な
り
」
（
『
論

語
』
顔
淵
篇
）
の
よ
う
に
、
仁
や
義
の
修
得
に
よ
る
人
格
形
成
を

目
指
し
た
。
荘
子
は
か
か
る
修
養
論
を
、
特
定
の
も
の
に
固
執
・

偏
向
す
る
も
の
と
し
て
批
判
し
、
万
物
を
等
価
と
見
る
万
物
斉
同

の
立
場
を
主
張
す
る
。
仁
義
・
礼
楽
を
忘
れ
て
「
大
通
」
の
境
地

に
至
る
顔
回
を
描
い
た
大
宗
師
篇
『
顔
回
・
仲
尼
問
答
」
は
、
ま

さ
に
儒
家
の
修
養
論
を
邦
検
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
修
養
論
そ

れ
自
体
は
一
個
人
の
枠
を
出
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
儒
家
は
決
し

て
自
己
の
完
成
の
み
を
目
標
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
「
子
日

く
、
己
に
克
ち
て
躍
に
復
る
を
仁
と
属
す
。
一
日
己
に
克
ち
て
曜

に
復
れ
ば
、
天
下
は
仁
に
障
す
」
（
『
論
語
』
顔
淵
篇
）
と
あ
る
よ

う
に
、
儒
家
は
仁
等
の
修
得
が
そ
の
ま
ま
天
下
統
治
に
直
結
す
る

と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち
儒
家
の
修
養
論
は
、
統
治
論
の
一
環

と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
在
日
｝
。
し
か
し
な
が
ら
内
篇
の

関
心
は
個
人
的
な
処
世
術
に
あ
り
、
政
治
的
関
心
は
極
め
て
希
薄

で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
批
判
の
矛
先
は
儒
家
の
統
治
論
で
は
な
く
、

専
ら
個
人
的
な
枠
中
で
語
ら
れ
る
儒
家
の
修
養
論
に
向
け
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
荘
子
後
学
の
著
作
と
考
え
ら
れ
る
外
・
雑
篇
で

は
、
統
治
論
を
め
ぐ
る
上
で
の
儒
家
批
判
が
中
心
と
な
っ
て
く
る
。

当
時
、
儒
墨
を
は
じ
め
と
す
る
他
学
派
は
盛
ん
に
統
治
論
を
展
開

し
て
い
た
。
そ
れ
に
比
べ
る
と
、
荘
子
の
思
想
は
一
個
人
の
処
世

と
い
う
狭
い
視
野
に
お
け
る
思
想
で
し
か
な
い
。
そ
こ
で
荘
子
後

学
は
急
速
統
治
論
を
整
備
し
、
荘
周
の
思
想
が
天
下
統
治
さ
え
可

能
な
思
想
で
あ
る
こ
と
を
示
す
と
同
時
に
、
儒
家
の
統
治
論
に
つ

い
て
も
盛
ん
に
攻
撃
を
加
え
る
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
耕
栂
篇

以
下
四
篇
に
お
け
る
統
治
論
の
基
礎
と
な
っ
た
の
は
、
内
篇
で
展

開
さ
れ
る
養
生
論
で
あ
る
。
自
然
へ
の
因
循
を
説
く
養
生
論
を
、

民
の
本
性
に
因
循
す
べ
き
と
す
る
統
治
論
へ
と
発
展
さ
せ
た
の
で

あ
る
。当
時
の
思
想
界
に
お
い
て
、
い
ち
早
く
本
性
論
を
展
開
し
て
い

た
の
が
儒
家
で
あ
る
。
荘
子
後
学
に
先
行
す
る
戦
国
中
期
に
お
い

て
は
、
と
り
わ
け
子
思
系
統
の
儒
者
の
中
で
こ
の
議
論
が
盛
ん
で

あ
っ
た
。
か
か
る
一
連
の
本
性
論
は
、
仁
義
礼
智
等
の
徳
目
と
本

性
と
を
強
く
結
び
つ
け
る
点
に
特
色
を
持
つ
が
、
荘
子
後
学
に
と

っ
て
こ
れ
は
絶
対
に
容
認
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

彼
ら
は
素
朴
な
本
性
の
保
全
を
最
も
重
視
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
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本
性
の
発
揮
に
修
養
が
必
要
と
い
う
の
で
は
も
は
や
本
性
と
は
呼

べ
な
い
、
荘
子
後
学
は
こ
の
よ
う
に
考
え
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ

こ
で
餅
栂
篇
以
下
四
篇
で
は
、
子
思
学
派
の
思
想
的
淵
源
で
あ
る

曽
子
・
史
輯
の
名
を
挙
げ
、
繰
り
返
し
儒
家
批
判
を
展
開
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

外
・
雑
篇
で
激
し
く
仁
義
礼
楽
を
批
判
す
る
の
は
以
上
の
理
由

に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
際
、
彼
ら
は
頻
繁
に
『
老
子
』
を

借
用
す
る
よ
う
に
な
る
。
『
老
子
』
に
は
統
治
論
が
豊
富
で
あ
り
、

『
老
子
』
の
提
唱
す
る
「
無
為
の
治
」
や
「
小
国
寡
民
」
は
、
民

の
本
性
の
保
全
に
最
適
な
統
治
論
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
政
治
的

関
心
が
稀
薄
な
内
篇
の
思
想
を
、
統
治
論
に
応
用
せ
ん
と
す
る
荘

子
後
学
に
と
っ
て
、
『
老
子
』
は
そ
の
不
足
を
補
う
恰
好
の
材
料
で

あ
っ
た
。
こ
う
し
て
『
老
子
』
が
『
荘
子
』
の
中
に
盛
ん
に
取
り

込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
問
題
は
そ
の
時
、
自
書
系
『
老
子
』

テ
キ
ス
ト
が
既
に
成
立
し
て
い
た
か
否
か
で
あ
る
。
吊
書
系
『
老

子
』
テ
キ
ス
ト
が
既
に
存
在
し
て
い
た
な
ら
ば
、
荘
子
後
学
は
反

儒
家
的
色
彩
の
濃
い
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
。
も
し
成
立
し
て
い
な
け
れ
ば
、
荘
子
後
学
が
郭
店
系
『
老

子
』
に
反
儒
家
的
な
改
変
を
加
え
て
、
儒
家
批
判
を
展
開
し
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
判
別
の
困
難
な
問
題
で
は
あ
る
が
、
筆
者
は

荘
子
後
学
が
新
た
に
改
変
を
加
え
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

『
荘
子
』
は
既
成
の
思
想
、
な
い
し
は
文
章
を
自
ら
に
意
図
に

合
わ
せ
て
加
工
し
、
パ
ロ
デ
ィ
ー
的
な
効
果
を
狙
い
つ
つ
自
己
の

主
張
を
展
開
す
る
こ
と
が
多
い
。
「
絶
聖
棄
智
」
を
唱
え
る
怯
匿
篇

に
も
、
か
か
る
手
法
が
見
え
て
い
る
。
大
盗
で
さ
え
聖
・
勇
・
義
－

知
・
仁
の
徳
目
が
不
可
欠
で
あ
る
と
し
て
儒
家
を
風
刺
す
る
盗
距

篇
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
至
徳
の
世
と
し
て
容
成

氏
か
ら
神
農
氏
に
至
る
十
二
帝
王
の
名
を
掲
げ
、
『
老
子
』
の
「
小

国
寡
民
」
が
実
現
さ
れ
て
い
た
時
代
と
す
る
賠
匿
篇
は
、
近
年
出

土
し
た
上
博
簡
『
容
成
氏
』
と
の
絡
み
で
考
え
る
と
、
そ
の
パ
ロ

デ
ィ
ー
性
が
よ
く
理
解
で
き
る
。

昔
者
容
成
氏
・
大
庭
氏
・
伯
皇
氏
・
中
央
氏
・
栗
陸
氏
・
鹿

畜
氏
・
軒
鞍
氏
・
赫
膏
氏
・
尊
慮
氏
・
祝
融
氏
・
伏
犠
氏
・

神
農
氏
。
嘗
是
時
也
、
民
結
縄
市
用
之
。
甘
其
食
、
美
其
服
、

集
其
俗
、
安
其
居
。
郷
園
相
望
、
難
狗
之
音
相
聞
、
民
至
老

死
市
不
相
往
来
。
若
此
之
時
、
則
至
治
己
。
（
肱
僅
篇
）

昔
者
に
、
容
成
氏
・
大
庭
氏
・
伯
皇
氏
・
中
央
氏
・
栗
陸
氏
・

躍
畜
氏
・
軒
輯
氏
・
赫
膏
氏
・
尊
慮
氏
・
祝
融
氏
・
伏
犠

氏
・
神
農
民
あ
り
。
是
の
時
に
蛍
り
て
、
民
は
縄
を
結
び
て

之
を
用
い
、
其
の
食
を
甘
し
と
し
、
其
の
服
を
美
と
し
、
其

の
俗
を
祭
し
み
、
其
の
居
に
安
ん
ず
。
都
圏
相
望
み
、
難
狗

の
音
相
聞
ゆ
る
も
、
民
は
老
死
に
至
る
ま
で
相
往
来
せ
ず
。

此
の
若
き
の
時
な
れ
ば
、
則
ち
至
治
の
み
。
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［
容
成
氏
：
・
尊
］
慮
氏
・
赫
膏
氏
・
喬
結
氏
・
蒼
韻
氏
・
軒

鞍
氏
・
神
農
民
・
樟
！
氏
・
靖
運
氏
之
有
天
下
也
、
皆
不
授

其
子
而
授
賢
。
（
上
博
簡
『
容
成
氏
』
）

［
容
成
氏
・
：
尊
］
虚
氏
・
赫
膏
氏
・
喬
結
氏
・
蒼
韻
氏
・
軒

韓
氏
・
神
農
氏
・
樟
l
氏
・
塘
運
氏
の
天
下
を
有
つ
や
、
皆

な
其
の
子
に
授
け
ず
し
て
賢
に
授
く
。

怯
匿
篇
で
は
、
容
成
氏
に
始
ま
る
十
二
帝
王
の
系
譜
を
挙
げ
、

『
老
子
』
が
説
く
「
小
国
寡
民
」
の
理
想
的
統
治
が
実
現
さ
れ
て

い
た
時
代
と
す
る
。
一
方
『
容
成
氏
』
で
は
、
肱
匿
篇
と
同
様
に

容
成
氏
に
始
ま
る
歴
代
の
帝
王
の
系
譜
を
挙
げ
る
も
の
の
、
「
皆
な

其
の
子
に
授
け
ず
し
て
賢
に
授
く
」
と
禅
譲
に
よ
る
統
治
が
実
現

さ
れ
て
い
た
時
代
と
す
る
。
『
容
成
氏
』
は
戦
国
中
期
以
前
の
著
作

で
あ
り
、
戦
国
後
期
成
立
の
怯
僅
篇
に
先
行
す
る
文
献
で
あ
る
。

『
容
成
氏
』
の
思
想
系
統
に
つ
い
て
は
未
だ
判
然
と
し
な
い
が
、

禅
譲
を
強
調
す
る
点
よ
り
見
れ
ば
、
儒
家
と
何
ら
か
の
関
係
性
を

も
っ
文
献
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
荘
子
後
学
は
、
先
行
し
て
い
た

『
容
成
氏
』
に
類
す
る
文
献
を
利
用
し
、
こ
れ
を
儒
家
的
な
禅
譲

物
語
か
ら
『
老
子
』
風
の
「
小
国
寡
民
」
の
物
語
へ
と
す
り
替
え
、

自
己
の
主
張
を
展
開
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
限
ら
ず
、

既
成
の
説
話
や
文
章
に
改
変
を
加
え
て
利
用
す
る
手
法
は
、
『
荘
子
』

の
常
套
手
段
で
あ
り
、
「
絶
聖
棄
智
」
の
場
合
も
同
様
の
操
作
が
行

わ
れ
た
可
能
性
が
高
い
。
荘
子
後
学
は
、
当
時
の
『
老
子
』
（
郭
店

系
『
老
子
』
）
に
見
え
る
「
絶
O
棄
O
、
ー
」
と
い
う
表
現
を
借
用

し、

O
の
部
分
に
「
仁
」
・
「
義
」
、
或
い
は
「
聖
」
・
「
知
」
を
挿

入
し
て
儒
家
批
判
に
利
用
し
た
。
そ
し
て
こ
の
改
変
は
元
の
『
老

子
』
テ
キ
ス
ト
に
も
及
び
、
南
書
系
『
老
子
』
の
出
現
に
至
っ
た

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

荘
子
に
弟
子
が
存
在
し
た
こ
と
は
、
『
荘
子
』
山
木
篇
や
列
禦
冠

篇
に
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
彼
ら
荘
子
後
学
の
活
動
は
、
吊
書
系

『
老
子
』
の
流
布
に
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
で
あ
ろ
う
。
個

々
の
活
動
に
よ
っ
て
新
テ
キ
ス
ト
を
流
布
さ
せ
る
こ
と
は
非
常
に

困
難
で
あ
る
。
数
量
的
に
不
利
な
た
め
、
大
量
に
出
回
っ
て
い
る

従
来
の
テ
キ
ス
ト
と
の
照
合
の
結
果
、
新
テ
キ
ス
ト
は
修
正
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
荘
子
後
学
の
間

で
吊
書
系
『
老
子
』
が
継
続
的
に
書
写
さ
れ
た
な
ら
ば
、
新
テ
キ

ス
ト
は
大
幅
に
増
加
し
、
荘
子
後
学
の
活
動
と
と
も
に
民
間
に
流

布
し
た
こ
と
も
十
分
考
え
ら
れ
る
。
吊
書
系
『
老
子
』
は
反
儒
家

の
立
場
を
明
確
に
表
明
す
る
テ
キ
ス
ト
で
あ
り
、
立
場
は
旧
来
の

テ
キ
ス
ト
よ
り
鮮
明
で
、
儒
家
に
批
判
的
な
多
く
の
人
々
の
支
持

を
得
た
で
あ
ろ
う
。
儒
家
と
の
論
争
の
際
に
有
力
な
武
器
と
な
っ

た
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
い
。
吊
書
系
『
老
子
』
は
、
荘
子
後
学

が
子
思
学
派
と
の
対
立
を
深
め
る
中
で
登
場
し
、
荘
子
後
学
の
活

、‘，，a曜“
内
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動
に
よ
っ
て
瞬
く
聞
に
主
流
の
座
へ
と
の
ぼ
り
つ
め
た
の
で
あ
る
。

j主
丁
原
植
『
郭
店
竹
簡
老
子
稗
析
輿
研
究
』
（
寓
巻
慎
一
九
九
八
年
）
、

谷
中
信
一
「
郭
店
楚
簡
『
老
子
』
及
び
「
太
一
生
水
」
か
ら
見
た
今

本
『
老
子
』
の
成
立
」
（
郭
店
楚
簡
研
究
会
編
『
楚
地
出
土
資
料
と
中

園
古
代
文
化
』
汲
古
書
院
二

O
O
二
年
）
。

拙
稿
「
『
老
子
』
と
儒
家
思
想
」
（
『
中
国
研
究
集
刊
』
呂
号
［
第

1 
（

2
）
 

三
十
一
号
］
二

O
O
二
年
）

（3
）
郭
店
『
老
子
』
三
種
は
六
十
四
章
に
相
当
す
る
箇
所
が
甲
本
と
丙

本
に
見
え
る
以
外
、
全
く
重
複
が
な
い
。
ま
た
今
本
に
見
え
な
い
箇

所
は
な
く
、
三
種
は
今
本
の
枠
内
に
す
っ
ぽ
り
と
収
ま
る
。
以
上
の

点
か
ら
考
え
る
と
、
郭
店
『
老
子
』
三
種
は
、
抄
本
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。
詳
細
は
拙
稿
参
照
。

（4
）
谷
中
氏
前
掲
論
文
。

（5
）
武
内
義
雄
『
老
子
と
荘
子
』
（
岩
波
書
店
一
九
三

O
年

後

ち

『
武
内
義
雄
全
集
』
第
六
巻
所
収
）
参
照
。

（6
）
谷
中
氏
前
掲
論
文
。

（7
）
か
か
る
奇
怪
な
現
象
は
、
萄
子
が
人
間
の
本
性
を
悪
と
規
定
し
た

こ
と
に
起
因
す
る
。
人
聞
が
宿
す
性
が
悪
性
で
、
善
の
認
識
や
実
践

が
全
く
不
可
能
な
ら
ば
、
「
礼
義
」
も
無
用
の
長
物
と
な
る
。
性
悪
説

を
唱
え
る
萄
子
も
、
目
指
す
と
こ
ろ
は
善
行
に
よ
る
秩
序
の
確
立
で

あ
る
。
そ
こ
で
萄
子
は
、
人
間
の
本
性
は
悪
性
だ
が
、
矯
正
の
道
具

で
あ
る
「
礼
義
」
を
認
識
し
、
実
行
す
る
最
低
限
の
能
力
は
万
人
に

備
わ
っ
て
い
る
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、
一
見
、
孟
子

の
性
善
説
の
よ
う
な
説
法
を
と
る
に
至
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

（8
）
武
内
義
雄
『
中
国
思
想
史
』
第
三
章
「
二
曾
子
学
派
」
（
『
武
内

義
雄
全
集
』
第
八
巻
思
想
史
篇
一
所
収
角
川
文
庫
）
を
参
照
。

（9
）
資
料
的
な
信
想
性
に
問
題
の
残
る
文
献
で
は
あ
る
が
、
『
孔
叢
子
』

居
衛
篇
に
も
［
曲
目
子
・
子
思
問
答
］
が
見
え
る
。

（
同
）
『
論
語
』
子
路
篇
で
は
ま
た
、
「
上
稽
を
好
め
ば
、
則
ち
民
は
敢

え
て
敬
せ
ざ
る
こ
と
莫
し
。
上
義
を
好
め
ば
、
則
ち
民
は
敢
え
て
服

せ
＊
さ
る
こ
と
莫
し
」
と
、
為
政
者
に
よ
る
礼
や
義
の
重
視
が
統
治
に

大
き
く
関
与
す
る
こ
と
を
い
う
。

( 24 ) 


